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１． 目的 

『賀茂保憲女集』（以下『賀茂女集』とする）の

特異性を平安時代中期までの和歌や物語などの作

品，この時代に読まれていたであろう漢詩作品を

比較して，明らかにすることが目的である． 

研究対象の『賀茂女集』とは，正暦四（993）年

頃または長徳四（998）年の疱瘡流行時に罹病し，

その後まもなく没したと考えられている賀茂保憲

女が，晩年に編纂したと考えられる私家集である． 

伝本の代表的なものは，二系統三類に分類され

る．本研究では，宮内庁書陵部蔵の一系統一類（流

布本系 一五二・二三八）を底本とし，二系統一

類（異本系 五〇一・一七七）で補い漢字をあて

た『和歌文学大系 賀茂保憲女集』[1]を引用した． 

歌集の特徴の一つに八千字に及ぶ長大な序文が

ある．流布本の和歌は，二〇九首の短歌と一首の

長歌からなり，部立は春，夏，秋，冬，恋，雑で

ある．恋は，逢ざる恋，逢ての恋，逢てあはぬ恋

と三つに区分されていることが特徴である．  

歌集の問題は，流布本と異本で和歌の数も部立

も異なり，写本の字が読めずに翻字されていない

部分がある．歌意の不明瞭なものも多いとされ，

他の歌には使われていない語を詠み，語彙の意味

が分からないものもあるところである． 

その中『万葉集』や『土佐日記』，『蜻蛉日記』

からの影響が指摘され，初期百首の流れにあり，

『源氏物語』や相模などの百首歌に影響を与えた

との研究がされている．また，陰陽道の暦的観念

や神事的感覚，仏教的な面がみられるといわれる． 

 

 

 

以上のように『賀茂女集』の研究は和歌だけで

はなく，物語，日記などの解釈につながる可能性

がある．『賀茂女集』の特異性を明らかにすること

が，平安時代の他作品の解釈，和歌史における研

究の発展として意義がある． 

 

２． 方法と各章の結果 

本研究は，平安時代中期までの和歌集と主な漢

詩作品，物語や日記といった和歌集以外からの考

察を行った．そして『枕草子』[2]を中心として表

現の重なる「やなぎのまゆ」「はなごころ」「あま」

を取り上げ，『賀茂女集』[1]のこれらの語の意味や

序文･和歌の解釈から特異性を考察した． 

第一章「やなぎのまゆ」についての考察． 

平安時代中期までの主な漢詩作品[3]での「柳眉

（りゅうび）」の意味は，「眉のような柳」「柳のよ

うな眉」である．平安時代中期までの和歌[4]での

「やなぎのまゆ」の意味は，「柳のような繭」，「柳

のような繭と柳のような眉」，「繭そのもの」であ

る．この漢詩，和歌での検証を踏まえ，『賀茂女集』

[1]冒頭序文，四季歌の序の春にある「柳の眉広げ

たり」と『枕草子』[2]第二八二段「三月ばかり物

忌しにとて」の和歌「さかしらに柳のまゆのひろ

ごりて春のおもてを伏する宿かな」の考察を行っ

た．両作品では「繭」の意味はなく，漢詩にある

「ひろげる」が共通し，春の柳の様子を描く．「や

なぎのまゆ」を漢詩以来の「展」や「開」と使用

している．また『賀茂女集』「かほ鳥」，『枕草子』
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「おもて」といった近しい表現がみられ，両作品

の影響関係を指摘した． 

第二章「はなごころ」についての考察． 

平安時代中期までの主な漢詩作品[3]での「花心

（かしん）」の意味は，「花の蕊（しべ）」「花その

もの」である．平安時代中期までの和歌と詞書[4]

での「はなごころ」の意味は，「うつろいやすい浮

気な心」である．この漢詩，和歌での検証を踏ま

え，『賀茂女集』[1]春の部二番歌「春霞たなひきわ

たる今日よりやなへて草木も花心（はなごころ）

付く」と『枕草子』[2]第二六〇段「関白殿，二月

二十一日に，法興院の」の「花の心ひらけざるや」

の考察を行った．両作品は漢詩の意味だけでも和

歌の意味だけでも理解しにくく，漢詩，和歌での

意味を融合したものだといえる．この意味用法か

ら両作品の影響関係を指摘した． 

第三章「あま」についての考察． 

『賀茂女集』恋の部，逢ざる恋の一四三番歌「君

をのみこひつるあまの玉の緒はさをにかゝれる命

なりけり」と『枕草子』第二八六段「うちとくま

じきもの」を考察した．平安時代中期までの和歌

や詞書[4]の検証から「さを（棹）」が「さす」もの

ではなく「かかる」としたものは『賀茂女集』が

初期である．また「命」と共に多く詠まれる「た

くなは（海女が潜る時に腰につける命綱の意）」で

はなく「たまのを（玉の緒）」の選択は稀であった．

『賀茂女集』「玉の緒（命の意）」は『枕草子』に

ある「腰につきたる緒」「放ちたる息」（＝息の

緒：命の意）と「命」と関わる語で影響関係を指

摘した．「あま」の漁は，和歌集以外の作品[5]でも

見られる．平安時代中期では『うつほ物語』と『枕

草子』にあるが，『枕草子』の「あま」の描写の細

かさは他に見られず，『賀茂女集』の「のみ（鑿：

漁で腰につける籠の意）」「こひ（鯉）」「つる（釣

る）」「あま」「棹」と「あま」の漁にかかわる語の

多さからも影響関係を指摘した． 

 

３．結論 

第一章は「やなぎのまゆ」に漢詩「柳眉」以来

の表現が用いられていること，第二章は漢詩「花

心」と和歌「はなごころ」の融合的意味で解釈す

ること，第三章は「さを」に「かかる」とした初

期の例であること，また「あま」「玉の緒」の組み

合わせが稀であることが指摘でき，これらが特異

といわれる特徴の一部と考える．第一章から第三

章を通して，平安時代中期までの主な物語や日記

作品よりも『賀茂女集』『枕草子』両作品にだけ見

える共通点が指摘できる． 

『賀茂女集』の特異性は，漢詩，古典の知識や

教養があり，伝統やこの時代の流行に即していた．

その一方で，知識や教養を活かし，新たな語や意

味，詠み方と自分なりの表現方法を模索していた

ところである． 

『枕草子』との表現の重なりから，平安時代中

期において，『賀茂女集』と『枕草子』は，どちら

かがどちらかの作品を目にし，影響関係があった

可能性がある．もしくは，作品を目にしなくとも

平安時代中期という時代において，知識や教養を

活かし，古典を重んじつつ，自分なりの表現を模

索した点で二人の共通性が見いだせる． 

 

４．今後の課題 

本研究では，『賀茂女集』の三語にのみ着目して

論じたが，歌集全体の詳細な検証，平安時代中期

以降との関わりが今後の課題である． 
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１．研究の目的と方法 

平安時代の蔵人所について，王朝文学に登場す

る蔵人を歴史的事実と照合・比較しながら考察し

た．本研究では，蔵人所の職掌と特徴を把握し，

清少納言とどのような関係性を持ちえたのかを蔵

人の人物像を追いながら考察しようとした． 

そのための手立てとして，主に一条朝の蔵人の

実態を捉え，『枕草子』内の記述と比較し検討した．

特に，『枕草子』に描かれる蔵人を整理して用例を

比較し，蔵人頭・五位蔵人・六位蔵人など職位ご

との特徴を抽出した．蔵人登場章段については先

行研究の再検討を行った． 

蔵人所に関する歴史的な研究，及び，『枕草子』

における清少納言と男性貴族との交友について再

考し，新たに『枕草子』を蔵人所に視点をおいた

読み直しを試みた． 

 

２．『枕草子』と蔵人たち 

まず，有職故実書に示される蔵人所の職掌と特

色について確認した．（「第一章 蔵人所の役割」） 

蔵人所とは，平安時代初期の官制改革で設置さ

れた令外の官である．王朝文化の中で，天皇の傍

近くに仕えて殿上を管掌する重職である蔵人頭を

中心に，五位蔵人・六位蔵人・非蔵人・雑色・所

衆を主だった職員としていた． 

 『枕草子』には蔵人に関する記述が多くあり，

明らかに蔵人が登場している章段は四二章段ある． 

（「第二章 『枕草子』の蔵人たち」）特に六位蔵

人を賛美する内容と蔵人頭と会話する内容が目を 

 

 

引くが，蔵人その職自体についても語っており，

清少納言が蔵人所という場所，蔵人という職に強

い興味を向けていたことは明らかである．ここで

は，『枕草子』に登場する男性官僚を列挙し，整理

した．蔵人または蔵人頭経験者が半数以上を占め，

蔵人経験の無い人物は総数の一割であった．清少

納言と蔵人との関わりを指摘するとともに，平安

中期における蔵人所の政治的な重要性を示すもの

として再確認した． 

 次に，登場回数の多い六位蔵人と蔵人の五位，

五位蔵人について，賛美・行事・近侍等その章段

における役割ごとに用例を比較し，分析した．注

釈書の差異や先行研究での論点に触れて検討し，

本研究での解釈をうち出した．（「第三章 六位蔵

人・雑色たち」「第四章 五位蔵人たち」） 

「第五章 『枕草子』の蔵人事情」では，前章

までの内容を受け，蔵人所が『枕草子』にどのよ

うに関わってきたのかを論じ，その意義を考えた． 

 

３．『枕草子』と蔵人頭 

 蔵人所の蔵人たちに向ける清少納言の目線や行

動を言及した上で，会話や文のやりとりなどの応

酬がある蔵人頭の場合について言及した．蔵人所

の長官である蔵人頭は，『貫首秘抄』に「天下巨細 

弁官頭所執奏也 禁中万事 次将頭所申行也」と

記されるように，頭中将は天皇への側近的な奉仕，

頭弁は太政官と天皇との取り次ぎ役としての実務

処理に重きが置かれる要職であった．『枕草子』に

「頭中将」「頭弁」として登場する蔵人頭は，それ
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ぞれ藤原斉信と藤原行成である．当時の蔵人頭に

該当する人物は七名居るはずだが，斉信と行成の

場合以外はその後の官職による記述がなされてい

る．斉信と行成との交流の特徴とその異同につい

て論じた．（「第六章 頭弁・藤原行成と清少納言」

「第七章 頭中将・藤原斉信と清少納言」） 

 両者とも漢詩文の教養に関する交渉を残してお

り，趣を解する有能さや周辺の殿上人に与える影

響力にさほど差は無いものと考えられる．ただし，

朗詠の声の素晴らしさや立ち姿の美しさなど生ま

れ持った魅力について叙述されるのは圧倒的に斉

信の方であり，まさしく宮中の花形である頭中将

にふさわしい描き方である．行成もまた「五月ば

かり」で「頭の弁もろともに 同じことを返す返

す誦じたまひて」と朗詠する場面があるが，強調

されているのは清少納言の返事に呼応した機転と

公達を先導する代表者的立ち位置であり，個人の

持つ能力や容貌を称える描写は無い． 

 斉信と行成との交渉に見られるそれぞれの特色

について，先行研究を参照・批判し，五位以下の

蔵人たちとの違いに着目しながら論じた． 

 

４．結論 

『枕草子』には多くの蔵人が登場するが，蔵人

所の蔵人たちは職位によって清少納言との叙述に

差異が見られる．六位蔵人や蔵人頭といった官職

の記号にはそれぞれ意味づけがなされており，清

少納言の蔵人観が見て取れる．兼官によって衣装

や呼び名の変化する場合があるが，清少納言は人

物を認識するにあたって必ずしも正確に相手の職

を把握していたとは言えない．清少納言の判断基

準の第一には蔵人であるか否かという点が置かれ

ていたのではないかと考えられる．蔵人所という

組織を描写することは無かったが，蔵人所の職員

に関して雑色や所の衆といった末端まで目に留め，

評価対象としていた． 

『枕草子』の中で蔵人は，天皇の傍近く仕える

役割とその内裏での華々しさを持つ存在として

度々登場するが，彼らを賛美し時に批判し自分自

身が交渉をもつことによって清少納言は后側の女

房を対の存在として印象づける．複数の章段に渡

り蔵人と女房との関わりを描くことで，権威をめ

ぐる男女の駆け引きの様相をも表している．蔵人

頭との交渉に見られる親しさは，個人の感情以上

に，内裏での役割を引き立たせる装置であった． 

５．研究の意義と今後の課題 

蔵人所に関する歴史的な研究と，『枕草子』研究

でなされてきた文学的な研究とを組み合わせて考

え，検討することで新たな見方を提案した．また，

清少納言の叙述する蔵人について職位別に確認し，

それぞれの蔵人が登場する意義を考察できた． 

今回は『枕草子』の蔵人たちについてのみ扱っ

たが，他の王朝文学作品についても言及したい．

物語との比較，他日記文学との比較を行い傾向性

や特徴を明確にした上で，平安文学における蔵人

の意義を総合的に考察したい． 

また，一条朝以外の蔵人についても整理し，併

せて蔵人所と文学とのつながりを考えたい． 
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Relations of “Tonse” and child and wife 

―Around “Hossinjyu” and “Kankyonotomo” and “Senjyusho” ― 

 

和田 あや香 

Ayaka Wada 

 

大妻女子大学大学院 人間文化研究科 言語文化学専攻 日本文学専修 

 

キーワード：遁世，仏教説話集，『発心集』，『閑居友』，『撰集抄』 

 Key words：“Tonse”, Buddhist stories, “Hossinju”, “Kankyonotomo”, “Senjusho” 

 

 

１． 目的 

『発心集』，『閑居友』，『撰集抄』は中世時代の

仏教説話集である．多くの遁世にまつわる説話が

撰述されている．遁世という語は，『大漢和辞典』

等によると「世をのがれる．世をみすてる」とし，

概ねそのように定義付けされている．近本謙介(1)

によれば，遁世や聖の語の概念の多様さを指摘し

つつ「世を遁れる隠遁」，「勧進」，「ぬきんでた人」

に分類できるという． 

これらの説話集には，俗世を捨てて仏道を修す

る者――多くの遁世者が登場する．配偶者を持つ

遁世者は，必然的に妻子を捨てなければならない．

もちろん，夫を引きとどめる妻子も描かれている．

つまり，遁世者を引きとどめる妻子の問題は，こ

れらの遁世者像を捉える上で見過ごすことはでき

ない． 

『発心集』，『閑居友』，『撰集抄』に登場する遁

世者像を，妻子との別れの描写から再考したい． 

 

２． 「三説話集」について 

 『発心集』，『閑居友』，『撰集抄』は文学史的に

も，作品内容的にも，関連性のあるものだとみな

されてきた． 

 西尾光一は，「説話の随筆化」(2)という点でこれ

らの三説話には文学史的繋がりがあると指摘した．

また，伊東博之(3)が指摘したように，「遁世者の実

践の指標としての理想的隠者の所行に関する伝

承」を中心に収録されたものだとして，作品内容

的にも繋がりがあると理解されてきた． 

 遁世者像を再考するうえで，これらの「三説話

集」を取り上げることは，ひとまず妥当なことだ

と考えられる． 

 

３．遁世と妻子の関わり 

・『発心集』 

 遁世者が妻子を捨てていく場面は，7つの説話

に描かれていた．『発心集』では，妻子たちの悲し

みが描かれ，また捨てていく遁世者自身の悲しみ

も描かれている．  

 例えば，巻 1第 6話の「高野の南に，筑紫上人，

出家登山の事」では，「かなしくしける娘の十三ば

かりなる者」が泣きながら遁世しようとする父の

袖を引っ張る．父は，「いでや，おのれにさまたげ

らるまじきぞ」と言い，その場で髪を切り落とし

てしまう．他の例話でも，同話をおさめる『今鏡』

と比べても，大量の涙が流されていることが， 『発

心集』の表現の特徴の一つということができる． 

 そもそも，編者の鴨長明は『発心集』の序文で，

凡夫によりそって編んだ仏教説話集であると宣言

しており，凡夫であるという姿勢は，妻子との別

れ――流される涙や妻子との対立にも現れている

ものだと考えられる． 

・『閑居友』 

 妻子を捨てる遁世は，3つの説話に描かれてい

るが，『閑居友』では，『発心集』のような「子」

を伴う妻は登場しない． 

 遁世の際にしても，妻に顔を踏みつけられて（上

巻 14 話「常陸国の男，心を発して山に入る事」）
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や，妻の顔が髑髏と重なって（上巻 20話「あやし

の男，野原にて屍を見て心発す事」）といった話材

が見られた．『発心集』のように子を伴った「妻子」

として，遁世者を悩ませない．『閑居友』の編者が，

幼くして不具の身となり出家したことなどとあわ

せ，肉体への関心が強かったためといわれる(4)．つ

まり，遁世する際に悩ませる妻子の姿というのは，

『発心集』のような親子の恩愛ではなく，女性と

しての「妻」の存在だった． 

・『撰集抄』 

 9 つの説話に描かれる．『撰集抄』では，妻子と

の接触をせずに遁世していることが特徴である． 

 話末評語において，妻子を「ふり捨て」という

言葉が使いならされているが，『西行物語』等にお

いて語られる，追いすがる娘を蹴落として(5)，とい

った激しい別れを示してはいない．この「ふり捨

て」という語は，広本系の松平本にだけ見られる

語ではない．『撰集抄 校本篇』（笠間書院，1979）

によれば，広本系統の鈴鹿本，書陵部本，静嘉堂

本，略本系統に当たる嵯峨本のいずれにも確認で

きる．妻子に何も告げずに遁世する行為をさして

いる． 

 このように，『撰集抄』において妻子との別れが

「ふり捨て」ということばで片づけられてしまう

には，次のような理由があると考えられる． 

第一に，『撰集抄』は現実的な問題を無視してい

るということである．杉本圭三郎(6)は，『撰集抄』

の説話者の姿勢については「遁世のきびしさを主

体的に生きていない」と指摘している．『撰集抄』

の遁世者は世俗との徹底的な対立や葛藤をしてい

ないのである． 

 第二に，『撰集抄』作者は唱導に携わったことが

あるかもしれないということ(7)である．話末評語に

おいて「妻子ふり捨て」といった言葉が何度も利

用されることとも関係があるかもしれない． 

 『撰集抄』巻 9第 10話「於長谷寺逢故人」では，

西行が元の妻と長谷寺で再会する．『大和物語』

「苔の衣」の遍照も，長谷寺で元の妻と再会する．

この世での遍照との再会を祈って長谷寺で祈る妻

と，西行と「浄土の再会」を祈って勤行する妻．

理想的な遁世者像だけではなく，理想的な遁世者

の妻像も創作されているのではないだろうか． 

 

４．まとめ 

「三説話集」を比較した時に，『発心集』で「子」

への断ちがたい思いが際立っている．同じく鴨長

明の手になる『方丈記』でも，養和の飢饉におい

て亡き母の乳房に吸い付く赤子の姿，元暦の大地

震で眼球の飛び出した子供を哀しむ武士の姿など，

「子」への視線が見られる．『方丈記』の養和の飢

饉では，夫婦や親子の恩愛について，「わが身は次

にして」相手を思いやる姿が描かれている．『発心

集』では，妻子との別れ以外でも，同じような親

子の恩愛譚が多く語られているのである． 

つまり，『発心集』における遁世者の捨てがたき

よすがとは，「わが身は次にして」想う子であり，

その子を想う母である「妻」だった． 

妻子を捨てた遁世者を讃美する背後には，いか

に妻子と離れがたく，遁世の道へ赴くことができ

ず，世俗に繋ぎ止められる現実があるためだった．

これまで見てきたように，『発心集』は『閑居友』

や『撰集抄』に比べ，泣きながら追いすがる家族

としての「妻子」達……一見すると否定的にも見

える「遁世の妨げ」をする妻子達を書き漏らすこ

とはしなかった．裏を返せば，『発心集』の遁世者

は，それに引きとどめられる心があったといえる．

妻子へ執心がなかったならば，「遁世の妨げ」には

ならない．妻子を忌避するはずが，かえって，そ

の恩愛を浮き彫りにする．仏教説話における欲望

――「遁世の妨げ」の部分に，その説話集の遁世

者像を見出すことができる．そう考えることがで

きるのではないだろうか． 

 

注 

[1]近本謙介「聖と遁世の文学史点描」（『駒澤大学 

佛教文学研究』16，2013.3） 

[2]西尾光一『中世説話文学論』（塙書房，1963） 

[3]伊藤博之「撰集抄における遁世思想」（『仏教文

学研究』，1967.5） 

[4]藤本徳明「愛欲と不浄観―『発心集』と『閑居

友』との比較―」(『中世仏教説話論』笠間書院，

1977) 

[5]『沙石集』が娘を「縁ヨリ落トシテ」遁世し，

『西行物語』（文明本）では「ゑんよりしもへ

けおとしたりければ」，『西行物語』（阿仏尼

本）でも「えんより下へけおとし」とある． 

[6]杉本圭三郎「撰集抄における説話者の姿勢」(『説

話文学研究』9，1974) 

[7]小島孝之「中世説話集の形成」(『中世説話集の

形成』若草書房，1999)  
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１． 目的 

シェイクスピアの後期ロマンス劇に分類される

『冬物語』（The Winter’s Tale,1611） は，同作家が

書いた他のロマンス劇とのあいだに，多くのプロ

ット上の共通点を持っている．しかし，他の劇と

異なり，作中の主要人物であるハーマイオニの死

と復活の真偽が，最終幕まで他の登場人物のみな

らず観客にすら明かされない．観客に劇中のすべ

てを知る特権を許すシェイクスピア作品において，

これは異例のことであり，このことからハーマイ

オニの死と復活の場面は長年議論の的となってい

る． 

また，死と復活が重要なキーワードとなるロマ

ンス劇において，「一度死んで生き返る」ヒロイン

はロマンス劇そのものを象徴する存在であると考

えられる．無論，厳密に言えば，「死んだと思われ

たが実際は生きており，観客を含む多くの登場人

物にとっては，生き返ったと思われる」というこ

とになる．つまり，『冬物語』は他のロマンス劇の

例に漏れず復活の原因に超自然的な力のはたらき

が示唆されながらも，結局は復活の神秘性が否定

され，「生きていた」というごく自然な現象にすり

替えられていると述べることができる． 

これまでの研究で，この超自然的な力のはたら

きに代わる解釈が差し出されたことはあっても，

なぜ超自然的な力の介入が否定されているのかは，

これまであまり論じられてこなかった． 

 本論ではロマンス劇におけるヒロインの役割に

ついて再考し，『冬物語』に登場する二人のヒロイ

ン，ハーマイオニとパーディタの特徴と役割を分

析し比較しながら，ハーマイオニの死と復活（真

の死とは言えず，それゆえ真の復活ということも

できないのだが，記述の便宜上，この表現を使用

する．）が作品にもたらす影響と作中の役割を解き

明かしたい．その上で，同作家による多作品では

見られない，観客をも騙す劇構成に含まれる意味

と作品解釈に及ぼす影響を，文学的見地から読み

取ることを目的とする． 

 

２． 研究の結果 

ロマンス劇は，シェイクスピアが伝統的なロマ

ンス劇の型に，空想的かつ非現実的な要素を取り

入れた劇である．シェイクスピア独自の要素を加

え，作劇の原点を再構築したものであり，二十年

以上に渡るシェイクスピアの劇作のひとつの完成

形であると考えられる．死と復活という現象はロ

マンス劇中に共通して表れ，ロマンス劇最大の特

徴である，悲劇から喜劇への転換を示す重要な要

素といえる．『冬物語』ではハーマイオニの死と復

活の場面がその重要な役割を担っているが，同時

にいくつかの特殊な効果を与えていることがわか

った． 

神の力や奇跡など，超自然的な要素が大きな役

割を持つロマンス劇だが，ハーマイオニの復活に

おいてはその一切が排除されている．奇跡の関与

が否定され，「生きていた」という現実的な現象が

復活をもたらしている．これらの描写から，シェ

イクスピアはハーマイオニの復活から，意図して

超自然的な力の関与を排除していると読み取れる． 

また，この場面ではハーマイオニが生きていた

事実を観客に隠すことによって，観客と劇中の登

場人物を同じ視点に立たせている．それまで観客

は，劇中におけるすべての出来事の裏側を知る特

権を得ている．ハーマイオニの復活は，観客から
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その特権を奪うと同時に，彼らを登場人物の視点

に引きずり込むと考えられる．また，他のロマン

ス劇の復活や帰還では，通常，超自然的な力によ

って展開に合理性が持たされている．復活の場面

では，超自然的な力の排除によって合理性が失わ

れ，観客は現実的根拠を持たない純然たる虚構を

受け容れざるを得ない．つまり，復活の場面は，

観客に登場人物の視点を与えながら，主観的に虚

構を虚構として体験させる効果をもたらしている

と考えられる． 

そして，この場面に至るまで，観客は認識して

いたハーマイオニの死について真偽を知ることは

できず，「生きていた」という事実についても詳細

を知ることができない．そのため，観客とハーマ

イオニが生きていたことを知らなかった人物は，

自らが認知していたハーマイオニの死も，突如知

らされた彼女の生も同時に認めなくてはならない．

彼らにとってハーマイオニが生きていることは，

実際に目の当りにしている疑いようのない事実で

ある．しかし，それ以前には彼女の死についても，

それが事実であったと信じるに足る材料を与えら

れていた．ここで観客と一部の人物は，ハーマイ

オニの死に直面したという体験に引きずられなが

らも，ハーマイオニが生きているという目の前の

事実を認識することになる．いくつもの不確定な

可能性を持ったまま，ハーマイオニの復活を受け

容れざるを得ない観客にとって，ハーマイオニの

死は擬似的な死となるといえる． 

最後に，復活の場面における神の力や奇跡の排

除は，他の劇に見られるヘレニズム的世界観やヘ

ブライズム的世界観の否定とも読み取ることもで

きる．シェイクスピアは他作品において，ヘレニ

ズム世界と聖書的世界を混在させている．特にロ

マンス劇においては，悲劇から喜劇への転換場面

でこれらの力を関与させている．しかし，復活の

場面ではどちらの力の関与も示唆されていない．

このことから，シェイクスピアはヘレニズム的世

界観ともヘブライズム的世界観とも異なる，別の

世界観を提示していると思われる．その世界観は，

目にしている虚構を受け止め，ありえないことを

真であると認める姿勢によって到達できる．その

姿勢は，芝居という虚構と，その虚構にそぐわな

い「生きていた」というあまりにも現実味ある事

実を同時に，かつありのままに受け容れるための，

虚構に対する信仰を必要とするだろう． 

 

３． まとめ・今後の課題 

神の力や奇跡など，超自然的な要素が大きな役

割を持つロマンス劇だが，ハーマイオニの復活に

ついてはその一切が排除されている．奇跡の関与

が否定され，「生きていた」という現実的な現象に

よって復活がもたらされていることによって，そ

れまで観客が信じていたハーマイオニの死という

事実が，突然不安定なものとなる．いくつもの不

確定な可能性を持ったまま，ハーマイオニの復活

を受け容れざるを得ない観客にとって，ハーマイ

オニの死は擬似的な死となるといえる． 

ハーマイオニの擬似的な死が表すところは，シ

ェイクスピアは他作品の世界観においてよく議題

に出される，ヘレニズム的世界観，ヘブライズム

的世界観のどちらとも異なる新しい世界である．

それは虚構への信仰によって生まれ，すべての劇

が本来持っているはずである，普遍的な世界観で

ある．『冬物語』におけるハーマイオニの擬似的な

死は，シェイクスピアが観客に用意した，虚構と

現実，相反するものを受け容れることで到達でき

る，純粋な観劇体験そのものを表しているもので

あるといえるだろう． 

今後の課題としては，シェイクスピアの生涯，

政治的・時代背景を踏まえ，本研究で読み取れた

シェイクスピアの意図にどのような影響を及ぼし

ているのか，より詳細に調査することが挙げられ

る．また，ハーマイオニの復活の場面，またはそ

の構造が，本劇以降，特に本劇が評価され始めた

19 世紀以降の作品，もしくは他の作家にどのよう

な影響を及ぼしているのかを明らかにすることも，

課題として今後の研究に役立てたい． 
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１． 目的と方法 

金子みすゞが「童話」に投稿した作品のうち，

「砂の王國」と「大漁」の二作品が，師と仰いで

いた西條八十に「イマジネーションの飛躍がある」

と評価された．この西條八十の言った「イマジネ

ーションの飛躍」とは何だったのか，また投稿し

た雑誌ごとにはどのように「イマジネーションの

飛躍」というものが現れていたのかを修士論文の

研究テーマとした． 

研究の前に「イマジネーションの飛躍がある」

作品とはどういうものかを定義した． 

「砂の王國」は，「イマジネーション」を働かせ

て新しいものを作り出し，読者に異次元の世界を

創造させるもの．「大漁」は，人間の視点からもの

ごとを見たときに，視点は人間のまま変えずに，

弱いものや小さいもの，見えないものの立場も考

えるもの．この二種類を「イマジネーションの飛

躍がある」と考えられる作品とした．さらに「イ

マジネーションの飛躍」が見られない作品の特徴

として，視点は人間ではなく別のものの立場にな

り切っているものと，人間が見ている光景をその

まま描いたものとの二種類考え，全体を四種類に

分けた． 

 

２． 結果 

〈童話〉 

「童話」に掲載されたのは３９作品であった．

掲載された順に見ていくと，大正１３年１月「砂

の王國」で「イマジネーションの飛躍がある」と

評価される以前は，何も意識せずに作られたもの

ではあるが，中でも「童話」に投稿されたものに

は「イマジネーションの飛躍がある」と考えられ 

 

るものが多くみられることがわかった．ここから，

みすゞが西條八十の求める童謡というものを捉え

ていて，それに合う作品を選んで投稿していたの

だろう，ということが見えた．そして大正１３年

１月の「砂の王國」，大正１３年３月の「大漁」の

二作品で「イマジネーションの飛躍がある」と評

価されてからは，その西條八十の求める童謡とい

うものがはっきりとわかった．その求められてい

るものがはっきりと見えてきてからみすゞはさら

に自分の童謡を，西條八十の求めているものに合

わせようと試行錯誤した． 

西條八十から吉江孤雁へと選者が代わった大正

１３年７月～大正１４年１０月は，選考基準が大

きく変わってしまった．西條八十の言う「イマジ

ネーションの飛躍がある」と考えられる作品の多

くが，掲載された時に吉江孤雁からの選評がなく，

反対に「イマジネーションの飛躍」がないものば

かりが評価された．選者が吉江孤雁に代わったと

同時に「童話」で評価される作品の傾向も大きく

変わってしまった． 

西條八十が再び「童話」の選者として戻ってき

た大正１５年４月～大正１５年７月に作られたみ

すゞの童謡には，当時の「イマジネーションの飛

躍」を思い出させるような作品があった．しかし

大正１５年７月でいきなり「童話」が廃刊となっ

た． 

〈婦人倶楽部〉 

子ども向けの「童話」とは対象が異なる婦人向

け雑誌「婦人倶楽部」には，みすゞの作品は大正

１２年９月「芝居小屋」，大正１２年１１月「瀬戸

の雨」，大正１３年２月「手帳」の３作品が掲載さ

れた．「婦人倶楽部」の選者も西條八十で，１作目
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には「イマジネーションの飛躍」は見られなかっ

たが，２，３作目には「イマジネーションの飛躍」

が見られる作品が掲載された． 

〈金の星〉 

「金の星」に掲載されたのは１作品のみであっ

た．大正１２年９月に掲載された「八百屋の鳩」

は，選者が野口雨情であったため，「童話」で西條

八十が言った「イマジネーションの飛躍」のよう

なものは見られず，現実的な日常生活を連想させ

るものだった．これは「金の星」に掲載する選考

基準に合わせたためである．「赤い鳥」がやや高踏

的であったので違うものにしようと，「内容も用語

も活字の組み方なども，『こどもらしい』点を心が

けたい」とした趣旨に合っていることから，野口

雨情が選出した． 

〈赤い鳥〉 

 「赤い鳥」には大正１３年１０月の「田舎」，大

正１４年１月の「入船出船」，大正１４年２月の「仔

牛」の３作品が掲載された． 

１作目には，「砂の王國」のような「イマジネー

ションの飛躍」が感じられる作品であったが，２，

３作目には，目の前の光景をそのまま童謡にした

作品で「イマジネーションの飛躍」は見られなか

った．時代別に見てみると，西條八十が渡仏して

しまって自身の投稿が減ったことが原因の１つと

して考えられ，この２，３作目を制作していた頃

は「イマジネーションの飛躍」が見られる作品が

非常に少ないことがわかった． 

 

３．まとめ 

雑誌ごとに「イマジネーションの飛躍がある」

かどうか調べたので，さらに角度を変えて時代別

に見てみた． 

まずは金子みすゞが童謡を書き始め，雑誌に登

場したばかりであった大正１２年９月～１１月に

焦点を当ててみた．このころは，本研究のテーマ

としてきた「イマジネーションの飛躍がある」と

評価される前のことである．それを踏まえた上で

見てみると，西條八十は当初から「童話」に掲載

する作品に「イマジネーションの飛躍がある」と

される作品を求めていたことがわかった．またみ

すゞ自身も「イマジネーションの飛躍がある」と

感じた作品は，「童話」に投稿する傾向が強かった． 

次に注目したのは，西條八十が渡仏してしまっ

てからの大正１３年１２月～大正１４年１０月で

ある．大正１３年１２月から５か月間は，どの作

品も見た光景をそのまま童謡にしたものばかりで

あったことがわかった．これは師と仰いでいた西

條八十が選者ではなくなってしまい，みすゞの童

謡を作る気持ちが少し離れてしまったことから来

ている．西條八十が渡仏してしまったことで投稿

する作品自体少なくなり，前のように「イマジネ

ーションの飛躍」が見られるような作品が少なく

なってしまった．西條八十に代わって選者となっ

た吉江孤雁の選考基準も，西條八十とは異なりみ

すゞの童謡とも合わなかった． 

そしてもう１つ注目したのが，西條八十が「童

話」の選者として帰ってきてからである．大正１

５年４月～７月までは，ひと月ごとに「イマジネ

ーションの飛躍」が見られる作品と，見られない

作品を交互に投稿していた．西條八十が「童話」

の選者に帰ってきてまた評価してもらえることが

嬉しく，童謡作りを試行錯誤していたことがわか

った． 

 

４． 今後の課題 

 本修士論文では，西條八十が「童話」の選者を

していた頃の，みすゞが一番自由に童謡を作って

いた頃の作品を取り扱ったため，「童話」が廃刊と

なった大正１５年７月までを今回の研究課題とし

た． 

 今後は，金子みすゞが結婚した後，また出産し

た後ではどのような傾向が見えてくるのか，雑誌

「愛誦」「燭台」を中心に研究する． 
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国語教科書の諸相 

―教材と指導をめぐる問題 

Various aspects of Japanese textbook 

―Problem over the teaching materials and the instruction 
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キーワード：国語教科書，ジェンダー，読解 
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１． 研究目的 

 学校における学習活動の中核を担う教科書は，

児童生徒に多様な情報を伝達するメディアとし

て重要な役割を果たしている． 

 現在，日本の中学校・高等学校においては，

約 6796万冊（2012年現在）の教科書が採択さ

れている．今日に至るまで，教科書制度の改革

や教科書採択をめぐる事件など，教科書に関す

る多数の変革や問題が起きたが，今日において

も問題は尽きていない． 

 先行研究によると，教科書は現在も採択や教

材の選択における問題，ジェンダーの観点と関

わる問題など，様々な問題を抱えている． 

  そこで，修士論文では，1980年代からの流れ

について分析している先行研究を参考にしつつ，

2010年代の日本の中学校国語教科書を対象とし，

教材と指導の観点から，学校における現代国語

教科書の諸相を検討，考察した． 

  

２． 国語教科書の現状 

現在，中学校国語教科書において高い占有率 

 を維持しているのは，光村図書，東京書籍，三

省堂，教育出版，学校図書の五社である．占有

率が最も高いのは光村図書であり，全体の 63．

8％（233万 7788冊）を占める．次に，東京書

籍（13.8％）三省堂（分冊の計 6.5％）教育出版

（12.1％）学校図書（3.1％）と続く． 

 鍵主智美（2008）によると，国語教科書にお

ける，作者，登場人物，作品の主人公となって

いる人物の登場頻度には男女差があり，全てに

おいて女性に比べて男性の比率が高いという．

近年は男女差が小さくなる傾向が見受けられる

一方で，近年の教科書における男女の登場頻度

や表現には明確な差が存在しているとされてい

る． 

  斎藤美奈子（2001）の指摘では，男性を主体

とした物語の話系と，女性を主体とした物語の

話系は大きく異なることが示されている．男性

主体の物語の話系は，敵との戦闘が主であり，

自分とは異なる外観や自分の尺度にあてはまら

ない姿をしているものなど，異質なものを排除

する傾向にある．一方，女性主体の物語の話系

は，ファッションと恋愛，またその延長にある

結婚や家庭が価値を持ち，異性愛への執着や夢

と現実の錯綜状態が存在するものであるとされ

ている． 

  また，中学三年国語教科書における編集委員

の男女の比率を調査したところ，全ての発行者

において女性よりも男性の比率の方が高いとい

う結果に至った． 

 

３．国語教科書をめぐる問題 

 木村松子（2014）によると，国語教科書は，

文学作品を教科書教材として教科書に記載する

ことで，作品本来の意義とは異なる読解を促す

可能性を持っているという． 

 例えば，作品本来の意義とは異なる読解を促

す可能性を持つ例として，1977年以降，教科書
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に記載されている小学校 2 年生国語教材『スイ

ミー』（レオ・レオニ作，谷川俊太郎訳，光村図

書，2013）が挙げられる． 

 原作絵本と教科書に記載された訳本を比較す

ると，絵は全て同じであり，訳文もほぼ忠実で

ある．しかし，突出した表現もみられる．作品

中に，原作では使用されていない「ミサイル」

という表現を追加した点である． 

 原作では，主人公と対立する立場の者に関す

る描写に「came darting」という速さを表す慣用

句が用いられていたが，教科書では「ミサイル」

という言葉を使用し，武器と関わる表現に置き

換えられている． 

また，原作と教科書の挿絵を比較すると，教

科書では，14場面中，作品の意義と密接に関わ

る 9場面，あるいは 7場面の絵が削除されてお

り，教科書が原作とは異なる解釈を促す可能性

を持っていることが指摘されている．ここでは，

作品を教材として教科書に用いる際に，戦いの

物語へと導く力が働いている． 

  このように，文学作品を教科書教材として用

いる際，児童生徒の思考や読解をある一定の方

向に導く力が働く点に国語教科書の問題点があ

る． 

 

４．まとめ 

  国語教科書においては，作品の一部が削除さ

れた状態で記載されることがある．これは，教

科書の紙面が限られているという物理的な限界

との関わりがあるが，それだけに止まらない．   

設問等を使用した学習において，教科書に反

する意見や，教科書から外れた思考を排除する

力が働くという点に，教科書の限界を確認する

ことができる． 

教科書には，作品が持っている意味や意義を

排除し，読者の思考をある一定の方向に，一元

的に向けてしまう力がある．これは，テクスト

の中にある作品本来の大義性や可能性を排除す

るという，国語教科書が抱える重大な問題であ

る． 

読解を行う上での重要な要素として，テクス

トから多様な読みの可能性を創出する，批判的

な読解が挙げられる．生徒の思考を誘導するこ

とは，読みの可能性を制限することにもつなが

るのである． 

  このように，国語教科書は，教材を用いて，

各作品が持つ特質を変質させ，一定の方向に導

くという側面を持っている． 

  しかし，同時に，国語教科書は，教材の持つ，

読みの可能性を創出することを可能にする力も

持っている．国語教科書を用いた学習において

は，設問や読解における課題に対する答えは一

つに特定されない．そのため，教材を用いた指

導や児童生徒の学習活動を通して，多様な答え

を導き出すことができる． 

  現在，教材を用いた読解や学習，活動を通し

て養った思考力・判断力・表現力等の力を実生

活に活かすことが重視されていることから，実

生活とのつながりを意識した学習の実現が求め

られている． 

児童生徒が「何を学ぶか」に限らず，「何がで

きるようになるか」が重視される現在．国語教

科書に求められるのは，児童生徒の複数性を活

かす指導の実現である． 
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学ぶ力と支えるまなざし 
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１． 研究の背景・目的 

 第二言語教育分野では，教師学習者間のインタ

ラクションがいかに学習者の言語習得を促進する

かについて，これまで多くの研究がなされてきた．

学習者が第二言語による運用力を習得することが

第二言語教育のゴールであることは言うまでもな

いが，「生きる力」が意味するところの問題解決

能力や自律性もまた，第二言語教育によって本来

育まれるものである．知識の側面だけでなく，こ

うした学習者の人間的成長への貢献は英語教育に

本来伴うものであるが，そうした視点からは十分

な研究がなされていない．児童英語教育の変革期

にある今こそ，その普遍的な意義について議論が

必要である．本研究では，児童英語教育において，

児童が指導者とのインタラクションを媒介して自

律的に課題を達成するまでの過程の質的分析を行

い，児童英語教育の普遍的意義である人間的成長

への貢献について考察する． 

 

２． 方法 

 第二言語教育における教師学習者間のインタラ

クションの効果を明らかにする研究としては，訂 

正フィードバック研究と，Vygotsky の発達の最近

接領域（ZPD）の概念を核としたスキャフォール

ディングの研究がある．訂正フィードバック研究

では，学習者にどのような情報を与えるかによっ

て，フィードバックのタイプが 6 種類に分類され

ている (Lyster & Ranta, 1997)．ZPD とは，子ども

が独力で問題解決可能なレベルと，大人やより有

能な者の支援のもとで可能になるより高度なレベ

ルの差で，その支援を「スキャフォールディング」

と呼ぶ．しかしスキャフォールディングについて

は，あらゆる教師の支援を意味するために用いら

れて定義が緩いとの批判があり，Maybin et al． 

(1992) は最終的に学習者を独力で同種の課題を達

成できるレベルへ向上させる特別な支援と定義し

た．つまり，学習者が支援を受けて課題解決に取

り組み，その結果支援を受けず自律的に同種の課

題を達成できるようになれば，与えられたその支

援はスキャフォールディングとして機能したこと

になる．そして，その状態を ZPD が埋められた，

すなわち学習者が発達したと見なすのである．こ

れらの先行研究を再検討し，両者を応用して児童

英語教育の文脈に合わせた新たな分析の枠組みを

設定した[表]． 

 

表．児童英語教育における指導者の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
師
は 

解
決
策
を
示
す 

リキャスト 

教師は学習者に解決策を教える． 

発言・学習行動補助 

教師が解決策を示すのと，学習者が課題達

成をするのがほぼ同時に起こる．教師は解

決策を示すが，学習者もまた自ら課題達成

に至ろうとする． 

プ
ロ
ン
プ
ト 

（
学
習
者
自
ら
が
課
題
達
成
に
至
る
） 

メタ認知的手がかり 

教師は課題達成のための手がかり（解決策

の例や，課題達成の方法など）のみを学習

者に与える． 

誘導 

学習者から直接解決策を引き出すような働

きかけをし，課題達成に導く． 

奨励 

学習者が発言や行動を躊躇する時に，励ま

して活動を促す． 
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この利点は，児童の課題達成に関わると考えられ

るあらゆるコンテクストを分析対象に含み，児童

の学習活動を言語面に限定せずより包括的に捉え

られること，またスキャフォールディングを学習

者の自律性をもたらす特別な支援として扱って，

児童が自律的に課題達成するまでの過程を捉えら

れることにある．児童英語教室の４クラスの活動

をビデオで撮影し，トランスクリプトを作成した．

そのデータを質的に分析する． 

 

３．リサーチ・クエスチョン 

１）児童はどのように指導者の支援を媒介して課

題を達成するのか． 

２）指導者の支援が機能するための前提条件は何

か． 

３）支援はどのようにスキャフォールディングと

なり，児童はどのように自律的に課題を達成

するのか． 

４）支援がスキャフォールディングになる前提条

件は何か． 

 

４．結果 

 リサーチ・クエスチョンに対して以下の知見が

得られた． 

１）児童が支援を受けて課題を達成する過程には，

四つの特徴がある．第一に，児童英語教育にお

ける指導者の支援には，「奨励」「発言・行動補

助」の特徴的な支援がある．第二に，児童の第

二言語知識は実に限られており，指導者の示す

解決策の再生は課題達成に不可欠である．その

一方で，児童は限られた知識や与えられたヒン

トを活用して自ら課題達成に至る力を備えて

いる．第三に，児童は自分がよりよく課題を解

決するための方法である非言語的な学びを得

ている．最後に，指導者の行為は同じであって

もコンテクストによって児童が受ける支援の

質は異なる． 

２）児童に解決策を与える支援（リキャスト，発

言・行動補助）は無条件に機能し，児童の課題

達成を可能にする．児童自らの課題達成を可能

にするプロンプトを機能させるには，前提条件

として児童は活動目的を理解していなければ

ならない． 

３）支援を受けて課題を達成した児童がその後同

種の課題を自律的に達成できるようにするス

キャフォールディングに加え，支援を受けてあ

る児童が課題を達成するまでの指導者とのイ

ンタラクションが別の児童の自律的な課題達

成をもたらす間接的スキャフォールディング

が観察された．どちらにおいても，児童は自分

がよりよく課題を解決するための方法を，指導

者が直接的に働きかけなくても支援から学び

取っており，それにより自律的な課題達成が可

能になる． 

４）リキャストは間接的スキャフォールディング

になり，学習者を自律的に課題達成できる段階

へと発達させることがある．プロンプトはスキ

ャフォールディング，あるいは間接的スキャフ

ォールディングになり，学習者を自律的に課題

達成できる段階へと発達させることがある．支

援がスキャフォールディングになる前提条件

は，児童に活動目的の理解があることである．

ただしこれは必要条件ではあるが，十分条件で

はない． 

 

５．まとめと今後の課題 

英語学習活動を通じて児童がメタ認知能力を発

達させながら自律性を獲得することが証明され，

また，協同的な学びが間接的スキャフォールディ

ングの形で明らかにされた．すなわち児童英語教

育は未来に自律的な学習者となるための素地を育

む場であり，そこでは人間的成長が図られる． 

英語教育がもたらす人間的成長が明らかになる

にはより長期的な研究が必要だと思われる．その

始まりの段階に貢献できる児童英語教育の普遍的

意義を引き続き主張しながら長期的に観察を行い，

さらに具体的にいかなる英語学習活動がどのよう

な児童生徒の人間的資質・能力の育成につながる

かを記述することが今後の課題である． 
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架空戦記の戦争表象 

―荒巻義雄『紺碧の艦隊』と歴史修正主義― 
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１． 目的 

 この論文の目的は，荒巻義雄による架空戦記作

品『紺碧の艦隊』を戦争表象の一形態として捉え

直すことである． 

 架空戦記とは，歴史上の戦争，戦乱に「もし

～であったら」という発想で史実にはない要素を

加え，物語上で史実と異なる結末を迎えさせる内

容の作品のことである．この架空戦記作品には第

二次大戦を題材としたものが多数存在し，物語の

中では日本は敗戦することなく，史実とは違う結

果の結末を迎える．この架空戦記作品の中にはヒ

ット作品と呼ぶことのできる作品が複数存在する．

その中でも代表的な作品が，荒巻義雄『紺碧の艦

隊』である． 

架空戦記はこれまで，文学研究の分野において

は，研究の対象とはされてこなかった．しかし，

これまで研究対象とはされてこなかった作品を対

象に加えることで，日本における戦争認識の問題

について，新たな観点を加えることができると考

える． 

２． 架空戦記の成立 

 現在の架空戦記作品は，新書版のノベルズの形

態で発行されるエンターテイメント小説であり，

一定の読者を獲得している．だがその誕生は明治

時代にまで遡る． 

「架空の戦乱，もしくは戦争を描く」という特徴

を持った，最初期の架空戦記と呼べる作品は，明

治時代の架空未来戦記である． フランス軍士官と

されている談理大尉による『軍事小説 明日之戦

争』 

 

 

（兵事新報社 1894），アメリカ軍士官とされてい

るハミルトン大尉による『日米開戦未来記』（都

新聞・1897・9）などがある．これらの架空未来

戦記は，その名の通り「これから起こるかもし

れない」戦争について描いた作品であるが，楽

しい読み物の形をとって，大衆に世界情勢や軍

事に関する知識を啓蒙する目的で発行されてい

た． 

  同じ目的の作品群として，戦時冒険小説があ

る． 山中峰太郎『亜細亜の曙』(大日本雄辯会

講談社 1932・9），海野十三『浮かぶ飛行島』(大

日本雄辯会講談社 1939・1）などだが，これら

は日本軍の架空の作戦などが描かれ，「少国民」

たちの戦意の高揚を目的としていた． 

  こういった架空の戦争を描いた作品群はその

後，敗戦を機に断絶するが，戦後，日本でのＳ

Ｆジャンルの発展の中で復活する． 半村良「戦

国自衛隊」（早川書房『SFマガジン』 1971・9）

以降架空戦記が再び書かれるようになり，現在

の架空戦記とほぼ同じ形になったのは 1980 年

代に入ってからである．この 1980 年代に『日本

本土決戦―昭和 20 年 11 月，米国皇土へ進行

す！』(光人社 1981･11)の桧山良昭，そして『紺

碧の艦隊』(徳間書店 1990･12)の荒巻義雄という，

その後の架空戦記ブームの担い手となる作家が

誕生する． 

  こうして戦後新たな誕生を遂げた架空戦記は

1980 年代の後半にブームを起こす．10 代から

20代の若い男性を中心に幅広い層から支持を得，

ベストセラーと呼べる発行部数を記録するタト
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ルが登場するが，エンターテイメント性の強い

戦闘描写などが原因となり，架空戦記の流行を

危惧する声も上がっていた． 

  その後，架空戦記は他のジャンルの影響を受

けながら表現を多様化させていき，ブームは収

束していった． 

３．荒巻義雄と『紺碧の艦隊』 

 荒巻義雄は 1933 年生まれの日本の SF作家であ

る．1970 年，「大いなる正午」で『SFマガジン』

においてデビューし，幻想的な SF作品を発表した． 

 その後『ニセコ要塞 1986』(中央公論社 1986・

7)で架空戦記作品に進出，架空戦記作品の『紺碧

の艦隊』が人気を呼び，幻想 SF 作家から架空戦記

作家として認知されるようになる． 

 そして，『紺碧の艦隊』は，荒巻義雄により徳間

書店のトクマノベルズから 1990 年 12 月に発表さ

れた架空戦記小説である．『紺碧の艦隊 1―運命の

開戦―』からシリーズは 20 巻を数え，続編に『新・

紺碧の艦隊』シリーズ，関連作に『旭日の艦隊』，

『新･旭日の艦隊』シリーズがあり，すべて併せて

『艦隊』シリーズと称する． 

 1980 年代後半から 1990 年代にかけての架空戦

記ブームで人気を呼んだ作品の中でも一際人気を

集め，コミック，アニメ，ゲーム化といったメデ

ィアミックスも行われた． 

『紺碧の艦隊』は，第二次大戦中に戦死したはず

の山本五十六が記憶を保ったまま「後世」世界に

転生，高野五十六として転生前の世界と同じ歴史

をなぞる「後世」世界においても開戦が予想され

る日米大戦を勝ち抜くべく，自分と同様の転生者

を集め「紺碧会」を結成．国の単位を超えた黒幕

に先導された日米大戦は避けられず，紺碧会は秘

密艦隊「紺碧艦隊」を組織する．「前世大戦」の反

省を生かしながら高野五十六は同様の目的を持っ

た組織「青風会」を組織した大高弥三郎と共に，

画期的な新兵器や奇想作戦，そして人道的政策に

よって，早期講和を目指しながら日米大戦を勝ち

抜いていく．米国民の支持を得ることで米国との

講和を成し遂げた日本の戦争は，欧州戦線へと移

行，来る最終決戦を見据える，という内容である． 

 登場人物には，架空の人物はもちろん，読者の

名前がつけられた登場人物，歴史上の人物をもじ

った名前をつけられている人物の他，史実の人物

のままか，史実の人物をモデルにした作中人物な

のか曖昧にされている人物も存在し，混在してい

る．これらの登場人物のうち，「転生者」と作中で

表現される人物たちは事あるごとに「前世大戦の

反省」を語り合う．その解説役になるのが語り手

であるが，その語り手もまた，大戦の反省の立場

で語っており，作品全体から歴史の見直しへの呼

びかけが繰り返されている． 

４．『紺碧の艦隊』と歴史修正主義 

『紺碧の艦隊』はノベルズ版のあとがきにおいて

読者との交流が行われており，後に読者コーナー

として独立する．そこからは読者の『紺碧の艦隊』

の歴史に関する記述に対しての深い関心が読み取

れる． 

 しかし，ルーズベルト陰謀論による開戦挑発説

の立場を取っている，歴史修正主義について，そ

の背景には深い言及を行わずに紹介をしているな

ど，「教科書には書かれていない歴史を『紺碧』か

ら学んだ」と手放しで受け入れて問題がないと言

い切ることはできない． 

 だが，エンターテイメント性の強い物語と共に

書き込まれることで読みやすくなった歴史につい

ての考え方は，新たな知識を得たという感覚と共

に受け入れられていく．『紺碧の艦隊』に歴史の見

直しを行う要素があることで，けして，日本正義

があったという内容ではなくても，公には知られ

ていない歴史があり，そこでは日本の戦争責任に

ついてまた違った内容がある，ということを浸透

させてしまう働きがあったのである． 

 日本で歴史修正主義が台頭したのは 1990 年代

後半からである．年代の一致や歴史の読み直しと

いう共通点から，一般読者，特に架空戦記の主な

読者層であった若い世代に対して歴史修正主義的

な考え方を受け入れることのできる土壌を作る働

きがあったことが指摘できるのではないか． 

 第二次大戦に題材を取った作品のなかでも，と

くにサブカルチャーに分類される作品にはこれま

で研究の対象とされてこなかったものが存在する．

日本における戦争認識の問題を考えるために，そ

れらの作品群も分析する必要があると考える． 
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１． 研究目的 

 介護福祉士養成課程の現行カリキュラム（H.21）

では，理論と実践の融合を見直しの背景とし，座

学（「人間と社会」「こころとからだのしくみ」）と

演習科目（「介護」）を実習において結びつけるこ

とが不可欠であるという指針が掲げられている．

それに伴い，450 時間の「介護実習」と共に，実

習事前・事後指導を行う 120 時間の「介護総合演

習」が設定されている．占部ら（2012）は，学生

の不安が最も高まる実習後における新しい事後指

導法の開発を強調しているが，レポートや個人発

表による従来の方法を越えるオリジナルな指導法

については，未だ研究が進んでおらず，劇制作と

発表によって実習事後指導を行ったという前例は，

これまでに示されていない． 

 そこで本研究では，筆者が A専門学校介護福祉

科 2年次後期に 13年間実施してきた「介護実習劇」

制作と発表による実習事後指導の方法を検証し，

演劇的手法を用いた「総合的な実習事後指導」の

教育方法とその有効性を可視化することを目的と

している． 

 

２．研究方法と内容 

〔方法〕第 2章で，演劇を活用した教育，モレノ 

の役割演技，介護職を取り巻く課題に関する先行

研究を整理する．続く，第 3 章では，2006年度～

2012 年度に劇制作を経験した卒業生 15 名を対象

に行った半構造化インタビューを質的に分析した 

 

結果を報告し，劇制作から発表までに学生たちが

経験する「3 つの振り返りの場」≪制作過程≫≪

劇中場面≫≪劇発表≫を明らかにした．それぞれ

の振り返りの場には，「≪制作過程≫における仲間

の視点」「≪劇中場面≫における登場人物たちの

視点」「≪劇発表≫における先輩・後輩の視点」が

関与しているという結果が導き出された． 

 そこで，この 3 つの振り返りの場を分析枠組み

に据え，2012年度介護実習劇『一護百笑～ふみだ

す勇気がこころをつなぐ～』（上演時間 36 分）を

考察対象とし，第 4 章で，実践報告による「制作

過程」（第一の振り返りの場）の考察，第 5 章で，

台本分析による「劇中場面」（第二の振り返りの

場）の考察，第 6章で「劇発表」（第三の振り返り

の場）の効果についての考察を試みた． 

〔内容〕第4章では，実践者＝研究者の立場で博士

論文を書き上げた高尾（2006）の記述方法を参考

とし，2012年度後期授業第1回から第10回までを記

録したICレコーダー，教員の実践メモを基に劇づ

くりに参加する学生の姿勢や教員の動きを明らか

にするため実践報告の詳述を行った．そこから，

制作過程における現役生と社会人学生の特性，フ

ァシリテーターとして教員の役割，「書く」「演じ

る」「観る」「修正する」劇づくりのサイクルを明

らかにした．また，演劇的手法を用いた指導方法

に関しては，ウォームアップによる導入，ティー

チャー・イン・ロールによる展開，ストーリーに

よる統合という指導の特徴を明らかにした． 
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 第5章では，2012年度の完成台本を分析の対象と

し，2人の主人公（実習生）のキャラクター設定と

ストーリー展開，葛藤場面のテキスト考察を行っ

た．そこから，実習生の葛藤場面は，「実習生の失

敗→職員のフォロー」の流れを踏んで物語が作ら

れている点や，実習生の葛藤だけでなく，利用者

の葛藤，職員の葛藤も同時に表面化するというス

トーリーの特徴を明らかにした． 

 第6章では，ブレヒトが提唱する「異化効果」を

取りあげ，学生たちが自分の実習体験を「異化」

することで得られる新たな発見や介護観を，後輩

たちに伝達する場として，劇発表の場が機能して

いるのではないかと考えられた． 

 

３．研究の結果 

 本研究で明らかになった演劇的手法を用いた実

習事後指導の有効性は次の通りである． 

 第一に，「介護実習劇」は，ストーリーを構築し

ていくことで，「介護総合演習」（実習の振り返り），

「生活支援技術」（コミュニケーション技術や介

助技術），「介護過程」（利用者の全人的理解とアセ

スメント）3 科目の学びを統合させた指導を行う

ことが可能になり，動きながら考えることを学生

に要求するため，「理論と実践の融合」を促す体系

的な学習方法として適していると考えられた． 

 第二に，介護職を取り巻く課題についてである

が，谷（2010）や今井（2011）が指摘する職員と

の人間関係が進路選択や離職に影響を及ぼしてい

る現状に関して，「介護実習劇」による事後指導は，

学生を「実習生の視点」から「職員の視点」に引

き上げ，「もし自分が職員だったらどうするか？」

という問題解決型思考に導くという利点が見出さ

れた．また，草薙（2011）や家高（2011）が指摘

している社会人学生参入に関する授業展開の課題

に関して，動きながら考えることが得意な現役生

と知識豊富な社会人学生が協力して行う劇制作は，

互いの不足点を補い合いながら，異年齢間のコミ

ュニケーションを促す効果的な方法であると考え

られた．さらに，「価値」に着目するとみえてくる

とされる介護の専門性（中村，2014）については，

「介護実習劇」発表の場が，介護の「価値」を後

輩に伝える場として機能しているという劇発表の

有効性が覗えた． 

 第三に，介護実習の振り返りに演劇を活用する

ことの有効性については，クラスメートの体験を

台詞にし，演じるという行為を繰り返すことによ

って共感力が鍛えられる点や，劇づくりは実習生，

利用者，職員，3 者の視点からの振り返りを可能

にし，学生のリフレクション範囲を広げることに

貢献している点，さらに演劇のもつ「異化効果」

が，「当たり前」を見直すリフレクションの目的に

役立つという点が明らかになった． 

 

４．今後の課題 

 本研究では，2012年度『一護百笑』制作の第1

回から第10回までの実践報告を記述したが，第11

回以降は，ティーチャー・イン・ロールの性質が

強まるため記載することができなかった．今後は

第3稿（第11回の授業で作成）から第6稿（完成台

本）の比較分析や，今回考察対象としなかった場

面のテキスト分析を進め，介護実習劇の指導法と

ストーリー上の特徴をさらに明らかにしていきた

い．また，後輩や教職員など劇発表を観る側への

影響については，アンケート調査等を通して検証

していく必要がある． 

 さらに，近年，大学でも導入が進んでいるアク

ティブラーニングの一つである「問題解決型授業」

（Project Based Learning）との関連を探り，Ａ専門

学校における「介護実習劇」長期実践のサイクル

を可視化していくことが今後の課題である． 
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１． 研究目的 

安部公房のテクストは，1962 年 2 月の共産党除

名をきっかけに，「質的に政治にコミットしなくな

った」と言われてきた（鳥羽耕史『運動体・安部

公房』一葉社 2007 年）．その転換点として語ら

れるのが，同年八月に刊行された『砂の女』（新潮

社 1962 年）である．共産党除名を絡めて『砂の

女』を読もうとするとき，それは安部の政治から

の撤退をも示してしまう．しかし，安部テクスト

は政治にコミットすることを本当にやめたのだろ

うか．共産党時代とは違う形で，その後も政治的

な問題に向かっていた可能性はないか． 

特に注目したいのが，『砂の女』から数年後，

「1968 年」と呼ばれる社会運動の隆盛期だ．一連

の社会運動の流れの中で，多くの知識人たちが，

既成の社会体制に対する新しい力の登場を期待し

た．安部公房もまた，その内の一人であり，当時，

多くの「予感」を口にしている．本研究の目的は，

こうした残された「予感」をもとに「1968 年」の

安部の思想の実体を明らかにすることだ． 

 

２． 対象作品と方法について 

 「1968 年」における安部の思想をわかりやすく

示したものとして，「ミリタリィ・ルック」『中央

公論』(1968 年 8 月号)，異端のパスポート」『中央

公論』(1968 年 9 月号)，「内なる辺境」『中央公論』

(1968 年 11・12 月号)の三本のエッセイがあげられ

る．これらは，当初から「地球が国境線によって

すっかり分割しつくされた現在，これを破ってい

く異端の原理を探る[1]」という共通のテーマの 

元に構想されていた．まずは，この「異端」がど

のような手段で「国境線」を破ろうとしていたの 

 

 

か，安部のいう「国家を越える，国境を否定する

という思想[2]」はどのようなものであったか，分

析した． 

 次に，「1968 年」に起きた事件について，安部

の言説と同時代の作家の言説と比較することで，

安部の主張が当時どのような意味を持っていたも

のであったか明らかにした．安部が言及した事件

は意外にも少なく，1968 年 8 月のチェコ事件と学

生運動の二つがそれに当たる． 

比較の対象にした作家は，安部と親交が深かっ

たが，「1968 年」における立場の違いから別離す

ることになった三島由紀夫・大江健三郎と，学生

運動の最中にいて学生たちに絶大な支持を得てい

た高橋和巳となっている． 

 

３．国家を食い破るエッセイ 

 一連のエッセイから読み解いた安部の「国境を

否定する思想」は，その契機を日常から見つけよ

うとしているところに特徴がある．国境を破壊す

る「異端」の姿を，「同時代の感覚」を知らぬまに

身につけてしまった現代人の中に見つけ，その「異

端」の住処である「辺境」についても，昔は国家

の外にあったものが，国家の内部である「都市」

に移動してきたのだとされている．現代人はその

気になればいつでも「辺境派の軍勢」になれるの

だ．  

「同時代の感覚」とは，国境の向こうにも同じ

ような時間の流れがあると認識すること，全世界

の時間の共有感覚のことをいう．この「同時代の

感覚」は「1968 年」の安部言説の中に頻繁に登場

し，越境の思想の根幹を支えるものでもある． 

エッセイ掲載の翌年，1969 年の 6 月に，安部は

三島由紀夫と東大全共闘との討論の中や全学連の
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スローガンに，自らを「無国籍者」であるとする

主張を発見し，「共鳴」することになるのだが，同

時に学生たちの国家に対する考え方の甘さも指摘

した．学生たちは，日常の中に国家への反撃の契

機を見出すのではなく，既に国家を否定する立場

を取っていた．一連のエッセイ群が，世間に思う

ような反響を得られなかった中で，同じく国家を

題材にし，学生たちに多く読まれた本がある．国

家を既に「破産した神話」であるとした，吉本隆

明の『共同幻想論』（河出書房 1968 年）だ．安

部は，「無国籍者」の学生たちに「共鳴するところ

があり，期待もしたが，それが安部の期待する「辺

境派の軍勢」と重なることはなかった． 

 

４．越境する「言葉」―チェコ事件 

 1968 年 8 月 20 日，「人間の顔をした社会主義」

を標榜したチェコがソ連軍に侵攻される．「二千語

宣言」の影響もあり，作家たちは「表現の自由」

ということについて議論した．安部は，チェコ事

件を人間の「自己表現の拡張」を求めた戦いであ

るとして，深い感銘を受けたと語る． 

しかし，三島は同じ観点を持っていながら，「表

現の自由」に対して懐疑的である．「人間性」は解

放されれば「破壊性」を持つ非常に危険なもので，

政府はその危険から人々を守ってくれる．「言論表

現の自由」は「一つの政治秩序」の中において行

われるべきで，そこからはみ出そうとするものは，

無意識に国家の「保護機能・保障機能」を享受し

ている学生たちくらいであるという． 

しかし，「一つの政治秩序」を越えて「言論の自

由」を求めるという点においては，安部の主張も

また，学生たちと同じだった．人間は「言葉を用

いるすべてのなかに，自分が存在すると考えるよ

うになる[3]」くらいまで解放されなければならな

いという主張を見る時，ここでの「言葉」とはも

はや，「一つの政治的秩序 」には収まらない．国

境を越え，個と個をつなぐ性質を持つ，まるで「国

際共通語」のような概念なのだ． 

「国際共通語」と言うと，安部の父，淺吉がエ

スペラントの活動家であったことに思い当たる．

呉美姃 [4]によれば，淺吉は「満州国の「五族共和」

という理想の実現を〈エスペラント〉によって夢

見た，一部のリベラルな日本人知識人」の一人だ

った．こうした父からの影響を，呉は，最晩年の

安部の「クレオール」への関心の中に見つけるの

だが，1968 年の時点で，それは既に表れていたの

ではないか．ただ，その共通性は「「言葉」の本質」

という，もっと細部の方に求められ，その規模は

満州よりはるかに大きかった．越境の夢は「人間」

と「言語」への強い信頼からなるものでもあった． 

  

５．「無国籍者」の夢―学生運動 

安部が学生運動を語る時，細かな事件などには

触れず，常に大ざっぱで抽象的である．まさに世

界中どこでも「おきかえ可能」な記号であるかの

ように語られているのだ．1968 年 4 月のコロンビ

ア大学占拠や，フランスの 5 月闘争など，学生運

動は世界中で同時多発的に起きていたため，安部

はこれを「同時代の感覚」の根拠の一つとして考

えていたのではないか．従って，日本の学生運動

に独自の特色を見ようとはしなかった．高橋和巳

は，学生たちの行動の原因は，敗戦後の日本人が

「自分達の敗戦経験」を「きっぱり総括しなかっ

たこと」にあるのだと訴えている[5]．戦後民主主

義と憲法に守られてきたと自負する大江は，学生

たちの戦後民主主義批判を前に沈黙したし，三島

由紀夫は，東大全共闘にむかって，安田講堂立て

こもりの際に「天皇という言葉を一言彼等が言え

ば(略)一緒にやったと思う[6]」と声をかけた． 

 いずれも立場は違うものの，日本という国に所

属する自分を認めているところは皆，共通してい

る．「無国籍者」を名乗った学生たちや安部のよう

に伝統や歴史一切を否定するという態度を取るも

のはない．「1968 年」は運動の季節であり，高度

経済成長期の只中にあり，戦後でもあった．「国家」

における歴史や伝統を捨て去ることを訴えること

は，その責任から逃れたい人々にとって好都合な

考え方であったとも言えるのではないか． 

                                                   
1「安部公房氏にきく/チェコ問題と人間解放」『読

売新聞』（1968 年 8 月 29 日） 
2「続・内なる辺境」『安部公房全集』（新潮社 

1999 年） 
3 安部公房・萩原延壽「鎖を解かれた言葉たち」

『中央公論』(中央公論社 1968 年 10 月 1 日) 
4 呉美姃 『安部公房の“戦後”―植民地経験と初

期テクストをめぐって』（クレイン 2009 年） 
5 高橋和巳「大学・戦後民主主義・文学」（『逆行

の思想』1969 年 11 月 18 日） 
6 東大全学共闘会議駒場共闘焚祭委員会『討論 

三島由紀夫 VS 東大全共闘』（新潮社 1969 年） 
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１． 目的 

本研究は，TPP による日本農業の状況に危機感

を得て，これ以上農業を衰退させないために，農

村地域はどのようにあるべきなのかについて着目

することから始めた． 

TPP に関し，政府により農業再生への発案など

がなされているが，日本農業はその存続が難しい

といえるだろう．今後も存続可能な農業を目指す

ために，農村地域はどのようにあるべきなのか現

状を把握する必要があるだろう．このように，農

産物への影響が懸念される中において，首都圏の

食料生産基地の役割を果たし，コメの生産量が多

い茨城県を対象とすることにした．  

また，農業において兼業化が一般になっており，

女性が日常的に農業に携わっているケースも珍し

くない．それは農業就業人口における女性の割合

の高さからも明らかになっている．特に茨城県で

は，野菜作において多種にわたる農作物の出荷が

見られ，女性の農業者も多い現状となっている．

そこで，農家女性に焦点を当て，農村部において

女性たちが，どのように農業と関わっているのか

調査を行い，農業や農村社会でいかなる役割を果

たしているか明らかにしたいと考えた． 

そして，調査によって得られたデータをもとに，

農家女性の現状を把握し，それをもとに TPP のみ

ならず，すでに衰退し続けている日本農業へ対抗

する新たな方法について考察を行う． 

 

 

 

 

２． 方法 

本研究では，農家の現状について把握する必要

がある．よって，女性出荷者に話を聞き，実際に

どのように農業へ関わっているのか，どのような

思いを抱えているのかを把握する．その結果をも

とに，女性農業者の特徴を把握し，問題点を明ら

かにした．そこから，女性農業者の活躍により，

TPP へ対抗する方法を探る以前に，女性が農業へ

ポジティブに関わることのできない原因を分析し

ていく必要があるのではないかと考えた． 

そこで，実際に農村地域に住む女性たちや農家

の女性はどのように農業と関わっているのか実態

を把握するために調査を行った．この調査は，兼

業農家数が多いことから，つくば市，つくばみら

い市を対象とした．特に，農業や TPP に関する項

目を中心に，今後の農業に女性がどのように関わ

っていくべきかなど，農家女性の現状を把握する

ための項目を設けた． 

 

３．結果 

インタビューの結果から，女性たちは自ら積極

性を持って農業に取り組んでいるということが分

かった．しかし，現実問題として，介護や農村地

域特有のジェンダー意識により，積極的に行えな

い例もあるということが分かった．JA 女性部の中

核を担う世代 60代の人が，介護で活動や農作業か

ら離れるという現状を踏まえ，平成 17年度の国勢

調査のデータから，農業就業人口に占める女性の

割合を分析した．その結果，女性部の平均年齢に
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あたる 65歳～69歳では，女性の就農率は 40％と

なっており，ピーク時と比較し 19％も減少してい

ることが分かった．しかしながら，調査地域にお

いては，「夫はそとで働き，妻は家庭を守るべきだ」

「親の介護は女性がすべきだ」などの伝統的価値

観は男女ともに弱いということがわかった．この

ことから，意識と実態に差があるといえよう．す

でに性別役割分業や女性が介護を担わなくてはな

らないという意識は弱いものとなっている．にも

かかわらず，現実がその変化に追い付いていない

ということであろう．  

また，調査を行った地域において女性たちは主

体的に農業へ携わっておらず，むしろ農業への参

加に対し消極的であった．これは，介護などの要

因の他に，きちんとした評価を得ることができな

いという点も挙げられる．実際に就農者のうち，

女性は 41％であるが，女性で土地の名義人となっ

ている割合は 20％である．さらに，農業収入を得

る際の口座の名義人が女性となっている場合は

11％であった． 

女性就農者に対して，正当に評価をすることの

重要性について，農山漁村の女性に関する中長期

ビジョンでは，働きに見合った報酬により，女性

の働きを目に見えるようにする．つまり自分の名

前で社会的に活動し評価される，そして家族経営

協定などを通し女性の働きが精神的にも経済的に

も認められることを重視している．今回の調査で

実際に多くの女性が，今後の農業への携わり方に

対し「作業された農作業にだけ従事したい」「農作

業が忙しいときだけ手伝いたい」「農作業は行わ

ず，経理等の事務作業に携わりたい」「農作業等，

全てに関わりたくない」という消極的な思いを抱

いていることが明らかになった．このことからも，

無関係とは言えないであろう． 

 しかしながら，このような状況とは反対に，今

後女性農業者に対する期待は大きくなっている．

女性農業者に対し，61％が「今後，経営者として

農業経営方針の決定に携わるべき」と回答してい

る．そのためには，女性が正当な報酬や評価を得

られるような環境づくりの一環として，家族経営

協定が重要となってくるであろう．しかし，実際

には農家や過去農家であっても，家族経営協定を

結んでいる例は 4％，知らないという回答が約

80％と認識の低さが明らかになった． 

 農業に女性が参画することの重要性については，

政府の政策だけではなく，人々の意識からもうか

がうことができる．家族経営協定を結び女性が自

ら積極性を持ち就農できる環境をつくることが，

今後の農業に新たな活路を与えるであろう． 

 

４．まとめと今後の課題 

本研究では，やはり農家の再生にはジェンダー

がキーワードであると強調したい．多くの人が，

女性も決定権を持ち農業経営に携わるべきだと思

っている．そこで，今後は家族経営協定について

調査を行いたい． 

また，今回の調査において，想以上に深刻な状

況となっていたのが，耕作放棄地や土地持ち非農

家であることが分かった．本研究では，耕作放棄

地や土地持ち非農家についての対応をどうすれば

よいかという視点から，分析を行うことができな

かった．後継者が減っていくなかで，耕作放棄地

は日々増加していく．この問題についても積極的

に検討を行う必要があるのは明らかだ．そこで，

農業経営の法人化について直目し，特に集落営農

組合の法人化が有効なのではないかと感じた． 

集落単位での法人化が進めば，高齢化で耕作が

できない土地を利用することも可能である．さら

に，加齢により農作業ができない高齢者も，農作

業は若い人に任せ，農地管理などといった作業だ

けを行うことも可能である．このような経営体の

なかでは，高齢者や女性もそれぞれが自分に適し

た作業を行うことができるはずだ．しかしながら，

法人化について現在の現状について分析した結果，

家族経営協定と同様に農家に浸透していないこと

が分かった．だが，農業就業者による高齢化がま

すます進むなかで，世帯単位で農業を行っていく

のが難しくなる日がやってくるであろう．継続可

能な農業を目指すためには，このような新たな方

法を進展させていく必要があろう．今後は，集落

営農の法人化について，調査を行い検討する必要

がある． 
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育児期女性の現状認識とwell-beingに関連する要因 

―価値観志向・ソーシャルサポート・育児観の観点から― 

Recognition of current situation and factors influencing the Well-being of Women in child rearing 

―From the standpoints of Womens’ Value orientation, Social support, View of child rearing― 
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１． 目的 

“ウェルビーイング”は「よい状態」と訳され，“適

応”とも関わりの深い概念である．なお育児期女性

では，ソーシャルサポートや価値観，育児観がウ

ェルビーイングと関連すると考える．本研究では，

上記の 3 つの概念が育児期女性のウェルビーイン

グとどのように関連するか明らかにすることを目

的として，調査を行う． 

２． 方法 

(1) 研究 1 

保育園を通じて未就学児を育てている女性に質

問紙調査を行い，204名の女性を分析対象とした． 

質問紙は，育児観尺度(田中ら,2010)，仕事に対

する価値観尺度(森永,1999)，ソーシャルサポート

尺度(宮武,2007)，母親のウェルビーイング尺度(川

村,2013［1］)の 4尺度と，フェイスシートと自由記

述で構成されていた． 

(2) 研究 2 

 研究 2 では，研究 1の質問紙では把握すること

のできなかった，育児期女性の育児不安や困難感

の背景にある要因について明らかにし，その要因

に作用する支援について検討することを目的とし

たインタビュー調査を行った．質問紙調査の中で，

インタビュー調査協力に同意した女性のうち，連

絡のついた 10名を対象とした．1名につき 60分

程度，半構造化の形式でインタビューを実施した． 

３．結果・考察 

(1) 研究 1 

 図 1より，育児期女性のウェルビーイングは， 

実線は正の影響,点線は負の影響をあらわす. 

太い線及び**.1%水準で有意の場合を示す. 

細い線及び*.5%水準で有意の場合を示す． 

図 1 ウェルビ－イングに及ぼす，育児観，仕事観， 

ソ－シャルサポ－トの影響のパス・ダイアグラム 

 

育児不安，パートナーとの関係性認知，道具的・

情緒的サポートの 4つの影響を受けやすい傾向が

示された．その中でも特に育児不安とパートナー

との関係性は，育児期女性のウェルビーイングに

大きな影響を与えることが考えられた． 

仕事に関する価値観については，女性が育児生

活に適応するに従い“育児”“子ども”が自分の中で
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の優先事項となるため，ウェルビーイングへの影

響が少ないことが示された． 

また，従来の研究で従属変数として扱われるウ

ェルビーイングであるが，ウェルビーイングが高

まると外界に対する認知もポジティブとなり，逆

にウェルビーイングが低くなると外界に対する認

知はネガティブになるなど，ウェルビーイングが

独立変数として作用する可能性も示唆された． 

(2) 研究 2 

対象者 10名の心理面のウェルビーイングを，平

均値を境に低群と高群に 5名ずつ分類した． 

図 2 心理面のウェルビーイング低群の語り 

図 3 心理面のウェルビーイング高群の語り 

心理面のウェルビーイング低群・高群別のイン

タビューデータを用い，テキストマイニングによ

る分析を行った結果(図 2・図 3)，心理面のウェル

ビーイング低群は，育児に対して「イライラ」，「ス

トレス」などネガティブな考えを持っていること

が明らかとなった．これに対し心理面のウェルビ

ーイング高群は，「大変」と考えつつも「楽しい」，

「良い」と考えていることが明らかとなった．さ

らに同群は，他者からのサポートに対し“もらって

いる”という感覚を持ち，「楽」と好意的に評価し

ていた．これに対し低群では，サポートを受けて

いてもそれに対する好意的な語りは見られなかっ

た．低群と高群ではサポートを受けていることへ

の認識が異なることが示された． 

また，自身の持つ育児観と現実との間の葛藤が

表現されているのも，心理面のウェルビーイング

低群の特徴として読み取れた．さらに，同群は子

どもと一緒に遊ぶことを養育義務の 1つとして考

えている可能性が示唆された． 

インタビューデータをもとに，心理面のウェル

ビーイング低群と高群の夫，子ども，育児に対す

る語りの違いを検討したところ，低群においてい

ずれの項目もネガティブに捉えられやすい傾向が

見られた．心理面のウェルビーイング高群は，困

難や不安を喚起させる出来事に遭遇したとき，視

点を変え，問題をポジティブに考えられる環境を

自身で整えることで現状を肯定的に捉える工夫を

していた．これに対し心理面のウェルビーイング

低群は視点の切り替えがうまくできず，精神的安

定が脅かされやすい様子がうかがえた． 

以上より，育児期女性のウェルビーイング促進

には“視点の切り替え”がひとつの要因となると考

えられた．研究 1において，育児不安，パートナ

ーとの関係性認知，ソーシャルサポートが重要で

あると示されたが，それだけでなく育児期女性自

身の物事の捉え方も関係する結果が見られた． 

付記 本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究

所「大学院生研究助成(A)」(DA2601)の助成を受け

たものである． 
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いじめの4類型といじめ加害者の特徴について 

―いじめの「露見性－匿名性」および「直接性－間接性」による4類型― 

4 Types of the bullying and characteristic of the bullying assailant 

―4 Types by "disclosure-related - anonymity" and "the immediateness - obliqueness" of the bullying― 
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１．問題と目的  

いじめの研究の歴史は，いじめの被害による児

童生徒の自殺が社会問題となった 1980 年代から

始まった．いじめ被害者や加害者の特徴の研究や

集団としていじめを捉えた研究，いじめの実態調

査など，研究の視点は様々である． 

大嶋（2013）は，三島（1997）のいじめにおけ

る攻撃行動の「直接性－間接性」の視点に，いじ

めが行われる場面の「露見性－匿名性」の視点を

加えた 2 軸により，いじめを 4 種類に分類した．

その結果を「いじめの 4 類型」としてまとめ，問

題児タイプで直接的な攻撃行動の「公の場でのい

じめ」，問題児タイプで間接的な攻撃行動の「物理

的ないじめ」，優等生タイプで直接的な攻撃行動の

「陰でのいじめ」，優等生タイプで間接的な攻撃行

動の「関係を利用したいじめ」とした（図 1）． 

 
図 1．いじめの 4 類型 

 

 

本研究では，大嶋（2013）の「いじめの 4 類型」

をもとに，家庭や学校での様子からそれぞれのい

じめ加害者の特徴を明らかにすると共に，いじめ

加害者の心理を考察することを目的とする． 

２．方法  

調査対象者：中学教師 1 名（縁故法で選出） 

質問内容と質問方法：予め，「いじめの 4 類型」か

ら分類毎に，典型的ないじめの具体例を提示し，

そのいじめを行っていた生徒を想起してもらい，

以下の質問に回答してもらう． 

①個人的要因の明確化（いじめ加害者が周囲から

のどのような評価を重視し，自己概念の形成を行

うのかを明らかにするために，親以外の身近な大

人である先生と，思春期の自己概念の形成に最も

影響を受けやすいという同世代の生徒たち，二者

からのいじめ加害者についての印象や評価につい

ての質問）②環境的要因の明確化（中学生がいじ

め加害者になってしまう環境的要因として，いじ

め加害者の家庭の様子について，家族構成や親子

関係を尋ねる質問） 

３．結果と考察  

「公の場でのいじめ」では，2 つの事例が得ら

れ，いじめ加害者の共通した特徴がみられた．先

生からの評価は生徒 A，B 共に校則違反などの問

題行動をする子であり，生徒からの評価は良い印

象を抱かれない子であったことが分かった．また，

家庭環境については，生徒 A の家庭は父子家庭だ

が，生徒 B の家庭は特に問題はなく，2 つの事例

に共通点は見られなかった．しかし，『普通の家庭』
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とも言い換えられる内容であったため，「公の場で

のいじめ」を行ういじめ加害者の家庭環境は，親

の養育態度に過干渉や無関心などの偏りがみられ

ない家庭であると考えられる．つまり，「公の場で

のいじめ」を行ういじめ加害者は，親の養育態度

の偏りがみられない家庭で育ち，問題行動を起こ

しがちで，生徒たちからも距離を取られてしまう

ような子という特徴がいえる．これらの家庭環境

といじめ加害者の特徴から中村（1990）の自己過

程の理論を用いて心理を考察した．すると，周囲

から悪い評価を受ける「公の場でのいじめ」を行

ういじめ加害者は，自分の現状に満足できていな

いと考えられるため，人目につくところで自分よ

り弱い立場のいじめ被害者を直接的に攻撃するこ

とで，自尊心の高揚を図っていると推察できる． 

「陰でのいじめ」では，2 つの事例が得られた．

しかし，先生からの評価については，生徒 C は中

学入学前から問題行動が見られた子，生徒 D はユ

ーモアがあり弱い子を助けるような良い子と対象

的な特徴がみられた．同様に，生徒からの評価も，

生徒 C は特別に成績が良かったわけでも運動神経

が良いわけでもない子という一方で，生徒 D は友

達が多くて楽しい子と，2 つの事例には相違点が

みられた．また，家庭環境についても，生徒 C は

父子家庭で子どもに気が回らないという一方で，

生徒 D は両親から過剰な愛情を込められていたこ

とがわかり，対象的な家庭環境が挙げられた．従

って，「陰でのいじめ」を行ういじめ加害者は，子

どもに対して親からの関心が高いか低いかの二極

性があり，周囲からの評価が低くて問題行動を起

こすような子も，友人が多くて人気者で弱い子を

助けるような良い子も存在するといえる．次に，

中村（1990）の自己過程の理論をもとに心理につ

いて考察すると，「陰でのいじめ」を行ういじめ加

害者は，いじめが発覚することで周囲からの評価

が今よりも下がり，自尊心の低下を招いてしまう

ことを恐れるため，このいじめを行うと考える． 

「関係を利用したいじめ」では，4 つの事例が

挙げられた．先生からの評価については，生徒 E

は目立たない子，生徒 Fは落ち着きのない子，生

徒 G は面倒な子，生徒 H は勉強やスポーツができ

る子と共通点はみられなかった．しかし，生徒か

らの評価では，生徒 E は嫌がられていたり，生徒

Fは好印象を持たれていなかったり，生徒 G は良

く思われておらず，生徒 H においては逆らえない

感じの子であるという結果となった．つまり，大

人からの評価は一貫していないが，生徒からは悪

い印象を持たれていたと考えられる．また，家庭

環境については，生徒 E と生徒 G に関しては不明

だが，生徒 Fの家庭は複雑な問題を抱えている一

方，生徒 H は特別な問題はなかったということか

ら，共通点はみられなかった．従って，「関係を利

用したいじめ」を行ういじめ加害者の特徴は，大

人の目に映るいじめ加害者の認識は様々だが，生

徒からは近寄り難く，距離を置きたがるような認

識であったことが分かった．「関係を利用したいじ

め」を行ういじめ加害者の心理については，身近

な生徒たちからは近寄り難いと思われている自己

の現状に満足することはないと考えられる．そこ

で，人目につかない場所において，自分の力が発

揮でき，自由がある程度許容される仲間内で，そ

の関係性を利用した攻撃行動である「関係を利用

したいじめ」を行うと考えられる． 

「物理的ないじめ」については，今回は事例を

得ることはできなかった． 

以上のように，本研究では，「いじめの 4 類型」

をもとにしたいじめ加害者の特徴を明らかにした．

しかし，「公の場でのいじめ」を行ういじめ加害者

は，直接的な攻撃行動を取る問題児タイプであっ

たが，「陰でのいじめ」，「関係を利用したいじめ」

を行ういじめ加害者は，優等生タイプとは限らな

かった． 

４．今後の課題  

いじめの 4 類型のうち，「物理的ないじめ」を行

ういじめ加害者の事例は想起されなかった．その

理由は，筆者の説明不足や時間配分による影響が

なかったか，今後の改善点とする．また，「陰での

いじめ」，「関係を利用したいじめ」について優等

生タイプとは限らないという結果が得られた．こ

の点について再度検討する必要があると考える． 

今後は，倫理的配慮を重視して十分な準備を行

い，いじめ加害経験者からお話を伺い，それぞれ

の特徴と心理過程について検証したいと考える． 
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１． 目的 

植物の共生で，最もよく研究されているのが，

マメ科植物と土壌細菌の根粒菌との関係である．

マメ科植物は根粒菌に感染すると根粒と呼ばれる

構造体を形成して，根粒菌は空気中の窒素をアン

モニウム塩に固定し，植物は窒素源として生育に

利用する．反対に，根粒菌は植物から栄養源とし

て有機化合物を受け取る．また，根粒菌とマメ科

植物の共生関係には宿主特異性があることが知ら

れている． 

本研究では，マメ科植物の中でもミヤコグサ

（Lotus japonicus）を用いた．根粒形成までの過程

としては次のようなものが知られている．マメ科

植物において，特異的なフラボノイドが根から分

泌される 1)．それを根粒菌は受容すると根粒

(Nodulation；Nod)ファクターを合成・分泌し，植

物に働きかけを行う．この Nodファクターに対す

る応答には次の様なものが知られている．まず１

分以内に根毛細胞の細胞膜の脱分極が起こる．

Nodファクターを感受してから 5分ほどで，根毛

の基部の核領域でカルシウムスパイキングという

カルシウム濃度が周期的に変化する現象がみられ

る．さらに，15分ほどで根毛伸長領域において細

胞骨格であるアクチンの脱重合が始まり，根毛の

先端に集積する．これらの表現型マーカーの時系

列に沿って Nodファクターの情報伝達系モデルが

最近，示されている 2)． 

Tirichineらはミヤコグサ菌の感染がないにもか

かわらず，ミヤコグサの根粒様構造体を形成する

自然突然変異体を分析したところ，植物ホルモン

であるサイトカイニンの受容体遺伝子 LHK1の過

剰発現が関係していることを見出した 3)．それに 

 

 

よると，LHK1 がこの情報伝達系に組み込まれ，こ

の突然変異体は LHK1 の恒常的な発現によって，

下流の遺伝子 NINの活性化を誘導して最終的に根

粒用構造体を形成すると考察している．このよう

にサイトカイニンが根粒形成に関与することは

徐々に明らかになってきたが，根粒菌感染に伴っ

たサイトカイニン合成，蓄積やそれに関する遺伝

子についての研究や合成したサイトカイニンを受

容する機構の詳細については，未だ知見がほとん

ど得られていない．本研究では，サイトカイニン

に関するこれら未解明である問題を解決するため，

①根粒菌の感染に伴う宿主マメ科植物でのサイト

カイニン合成遺伝子（Isopentenyaminotransferase: 

IPT）の発現量の経時的な測定，②合成したサイト

カイニンを受容する LHK1 の感染に伴う発現量の

経時的な測定を行った． 

２． 方法 

研究材料は，植物：ミヤコグサ（Miyakojima G-20），

根粒菌：ミヤコグサ菌（Mesorhizobium loti  MAFF 

303099）を用いて行った．研究方法としては，ま

ずミヤコグサの種子を減菌し 0.7% (w/v) 水寒天プ

レートに置き，人工気象器にて 3日間，静置した．

発芽後３日目のミヤコグサの芽生えを 1.3% (w/v) 

B＆D減菌寒天培地に移し替え７日間，静置して培

養した．継代培養したミヤコグサ菌を 7日間，培

養したミヤコグサの根毛に希釈したミヤコグサ菌

を 100µl滴下，感染させた．その後，ミヤコグサ

菌をミヤコグサに感染させ一定時間ごとに，その

0.1ｇを液体窒素で凍結・破砕し Total RNA を抽出

した．抽出した RNAを c-DNA 合成キットおよび

サーマルサークラーを用いて，c-DNA を合成した．

合成した c-DNA濃度はフロオロメーターを用いて
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測定した．合成した各 c-DNA を希釈し，感染後の

IPT，LHK1 遺伝子の発現の経時的変化を調べた．

PCR 終了後，3%(w/v)アガロースゲルを用い，電気

泳動を行った．電気泳動後，Syber Green 溶液で染

色し，トランスイルミネーターを用いて観察した．

その後，根粒菌の感染を伴う IPT，LHK1 遺伝子の

発現を定量するため，リアルタイム RT-PCR(q 

RT-PCR)の TaqMan-アッセイ法にて測定した．定量

法としては，比較定量法である ΔΔCt法を用いた． 

３．結果 

RT-PCR法を用いた測定より，IPT遺伝子の発現

は感染後 1分前後にピークがあると推測できるた

め，感染後 1分・5分・10分・30 分の発現量を

qRT-PCR法で測定した．ミヤコグサ菌感染後，IPT

発現量は 1分が最大で 5分・10分と時間が経過し

てゆくにつれ値が減少していった （図 1）．根粒

形成の初期感染過程における IPT 遺伝子の発現は

このように感染後 1分が最大と非常に早く行われ

ていることが判明した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次いで，ミヤコグサ菌の感染に伴う LHK1 遺伝

子の発現の経時的変化を感染後 1分，30分，50分，

60 分の試料を作成し，定量を行った．その結果，

ミヤコグサ菌感染して，30分後に最も高い LHK1

発現量が定量された（図 2）．30分が経過すると

徐々に発現量が減少していった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめと今後の課題 

本研究では，感染に伴うサイトカイニン合成に

ついて，まずサイトカイニン合成の初発遺伝子で

ある IPT 遺伝子の発現を感染に伴う経時的変化か

ら分析した．その結果，感染後１分で発現のピー

クが見られ，この早い反応時間は Nod ファクター

の初期応答において細胞内のアルカリ化が Nod フ

ァクターを感知して，数十秒で起きる 4,5）ことが知

られており，それに次いでこの現象が誘導される

と考えられる．この IPT遺伝子が根粒菌の感染に

よって活性化することが，初めて本研究で見出さ

れた．それによって，根粒形成においてサイトカ

イニン合成に関するシグナル伝達系も重要な働き

をする可能性があることが考察された．次いで，

根粒菌の感染に伴って合成されるサイトカイニン

を受容するサイトカイニン受容体遺伝子である

LHK1 遺伝子については，感染後 30分で発現のピ

ークが見られた．これは，IPTの触媒作用で植物

のサイトカイニンである trans Zeatinの前駆体が形

成され，最終的には trans Zeatin が作られていくこ

とが現在考えられている 6,7)．このため，サイトカ

イニンを合成するのに 30分程度かかるためでは

ないかと推測している．今後の課題としては，Nod

ファクターシグナリングにおける IPT 遺伝子とそ

の下流にあると考えられるカルシウムスパイキン

グを誘導すると考えられたている SymRK遺伝子

との関係や感染に伴う IPT 遺伝子から始まるサイ

トカイニン合成シグナリングや IPT遺伝子が働い

て，合成されるサイトカイニン量の定量を行うこ

とで，根粒形成についてサイトカイニンの働きを

より明確にすることができると考えている． 
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図 2. LHK1の発現量の経時的変化 

図１. IPTの発現量の経時的変化 
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１． 目的 適応とは一般に，個人と環境の相互作 

用を表す概念で，個人と環境との調和と定義づけ

られており(大久保,2005)，高校生までを対象とし

た適応感研究の多くは，主に学校への適応感や不

適応感に焦点を当てている．それらの従来の学校

適応感研究では，適応感を規定する環境的な要因

として，重要な他者である友人・親・教師との関

係および学業に対する姿勢といった因子が挙げら

れてきており，それらの因子こそが適応感を規定

するものと考えられてきた．そのため，学校適応

感はこれらの環境的要因のもとで測定がなされて

きており，友人・親・教師との関係も良好で学業

にも積極的に取り組む生徒が最も学校に適応して

いると考えられてきた．しかし，例えばそれらの

要因のうち一部が欠如していたとしても，その全

生徒が不適応に陥るとは考えにくい．実際に大久

保(2005)は，教師との関係が良好でなくとも学校へ

の適応の問題を抱えていない生徒，学業に積極的

でなくても学校への適応の問題を抱えていない生

徒も現に存在することを指摘しており，従来の適

応感因子を用いて調査を行った結果，教師因子・

学業因子が適応感と全く関係していなかった学校

があった．つまり，生徒が適応に際して重要視し

ている側面は個々人により異なるということがい

える．このことから大久保(2005)は，学校適応感の

規定因は学校ごとに異なりその影響の仕方は学校

の特徴を 

 

 

反映すると主張している．近年においては，学習

習熟度別学級編成を展開する教育形態が広がりつ

つあるが，ここでもまた，そのほとんどの実証的

な研究の従属変数は成績面に限られており，態度

的側面の研究はいまだ十分でない．昨今ではほと

んどの生徒がこの教育形態を経験しているという

社会的背景から，学習習熟度別学級という集団に

属することで生徒は適応感に関してどのような影

響を受けているのか，その環境に所属することで

生徒は適応に際してどのような側面を重要視する

のか，質的に検討する余地はあると思われる． 

適応とは，自分の所属環境が有している“文化”

の中で自分にとっての重要な側面をいかに打ち出

してゆけるか，つまりその環境の中で自己実現を

図れるかということであると考える．所属環境の

文化はその集団を成している構成員により形作ら

れるものであるが，その文化と自分にとっての重

要な側面にズレが生じている場合に，環境との折

り合いをつけ適応を促すものが自己受容であると

考える．このことから適応と自己受容とは密接な

関係があると考えられるため，本研究では，学習

習熟度別学級編成における高校生の自己受容感と

学級適応感の関連性について検証し，現代青年期

を生きる高校生の適応傾向を探ることで教育現場

における適応支援に役立てることを目的とする． 

 

２． 方法 調査対象者は学習習熟度の程度により 
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高組・中組・低組の 3群に振り分けられた進学高

校に在籍する 2012年度の入学生 260名(男子 153

名,女子 107名)で，発達的な視点を取り入れる目的

で，高校生活 3年間に渡り同集団を調査対象とし

た．2012年から毎年 9月に質問紙調査を行い，測

定尺度には「自己受容測定スケール(SAI)」(宮沢, 

1987)，「青年用適応感尺度」(大久保,2005)を用い

た． 

３．結果 各尺度の因子分析，相関分析を行った．

その結果，高組では，友人同士の繋がりを大切に

するというよりは個人の生き方を大切にし，自分

の良い面を最大限に活かせるような生き方を試み

ることが示唆された．中組では，3年間を通して

他 2 クラスよりも自分に対して自己分析的であり，

分相応の生活を試みることが示唆された．最後に

低組では，自分にとって誇れるものがある現実に

自己価値を置き，その面を打ち出してゆくことを

積極的に試みることが示唆された．また，3クラ

スに共通する発達的な視点として，3年間を通し

て Maslowの自己実現理論に従って徐々に自己実

現に向かってゆくことがクラスでの適応の要因と

なっていることが示された．加えて，自己受容に

関しては，発達と共に自己に対して目を向けられ

る面が徐々に増えてゆくことが分かり，自己受容

できる側面が徐々に増えてゆくことで自己と所属

環境とのズレを適応的に処理しやすくなることが

推察された． 

４．まとめと今後の課題 生徒の所属環境によ

り適応傾向に特徴があることが明らかにされた

ことで，適応支援の際の一つの知見として教員

へのコンサルテーションやケースマネジメント

等に応用できる可能性が示唆されることとなっ

たが，生徒が周囲の環境から適応面に影響を受

けることはあっても適応支援の最終地点はどの

生徒に関しても同じなのではないだろうかと，

本研究を進めてゆく過程で考えあたった．それ

は，適応支援とは生徒が幸せに学校生活を送る

ことを支えることではないかということであ

る．学校コミュニティにおいては生徒と環境の

適合性を最大にする努力をすることがテーマで

あり，教育現場における教育相談の推進にとっ

ては個人を取り巻く学校コミュニティを重視し

た取り組みが欠かせない(樺沢,2014)．ただしそ

れは，“暗黙裡にある適応の形に近付けさせる”

のではなく，あくまでも“生徒個々人の目指す適

応の形に近付けさせる”お手伝いをするのが適応

支援の在り方なのではないかと思うのである． 

 とはいえ，生徒個々人の目指す理想の適応の姿

に，環境から求められている，集団を成すための

理想の姿が全く取り込まれていないのも問題であ

る．Newman＆Newman(1984)は，青年期の心理的

葛藤を「集団同一性対疎外」としており，青年期

において重要な社会集団から包含または排除され

ることが心理的に重要である以上高校生にとって

自らが所属する学級集団との関わりは非常に大き

な意味合いを持つと考えられ，集団凝集性から逸

脱することはその個人にとって少なからず疎外感

となることが予想される．環境から求められてい

る理想の姿と個々人の中で抱く理想の自己像が異

なるにしろ，集団に調和している方が望ましいの

は言うまでもない．このため，個人の理想の中に

環境から求められている理想の姿が全く取り込ま

れていない場合はその取り込みが重要となると考

えられる．これらのことより，適応支援において

は，それぞれの所属集団が目指す理想の適応の形

と最低限の折り合いをつけながら，個人の自己実

現を共に目指してゆく取り組みが重要であると考

える． 

 本研究は，近年目立ちつつある一つの教育形態

である学習習熟度別学級編成に焦点を当て，そこ

に在籍する生徒の自己受容感と学級適応感の関連

性について検証したものであったが，類似研究の

少なさから本研究結果の一貫性・信頼性について

は疑問の余地が残った．また，本研究の自己受容

の位置づけとして，所属環境から求められている

姿と自己像との間でズレが生じた場合に環境との

調整を行うものとしたが，実際にはそのような質

的なデータが得られたわけではなく，この点で，

今後理想自己や現実自己に関する更なる調査も併

せて行う必要性があると思われる．このため，他

の学校においても研究を実施する等，今後繰り返

し研究が重ねられることが期待される． 
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１． 目的 

心理療法場面においてセラピスト(以下，TH)は

面接場面で様々な感情を抱きながらクライエント

(以下，CL)と関わっている．とくに初学者は心理

療法がうまくできないことに対して，不安，焦り，

劣等感，無力感，自己嫌悪などの否定的感情を抱

いたり，CLに対して苛立ったり，CLが何を求め

ているのか分からず困惑したりと，居心地が悪い

体験をしているという指摘がある(山口,2010)． 

THが心理療法場面で抱く感情は，古くから逆転

移として研究がなされており，その扱い手順や克

服・活用要因が明らかにされている(松木,1996，遠

藤,1997) 

熟練者になるほどそのような感情に振り回され

ることなく，自身の感情および CLの感情をも理

解し，関係が深まる傾向があるが，そのプロセス

についての具体的な知見は少ない．熟練した TH

になるまでの過程を示すことは，初心者にとって，

現実的な目標設定の一助となるだろう． 

本研究では TH自身の感情，および CLの感情，

そしてTHとCLの二者間に流れる感情を総合的に

考察できる概念として，感情コンピテンスを取り

上げる． 

感情コンピテンスとは，感情が引き出される社

会的相互作用の中における自己効力感の現れと定

義されている(Saarni,1999)． 

また，感情コンピテンスとは①自分の感情に気

づく能力，②他者の感情を識別し理解する能力，

③感情とその表出に関する語彙を使用する能力，

④共感的な関わりのための能力，⑤内的主観的感

情と外的感情表出を区別する能力，⑥嫌な感情や

苦痛な状況に適応的に対処する能力，⑦人間関係

の中での感情コミュニケーションへの気づきの能

力，⑧感情の自己効力感の 8 つのスキルから構成

されている． 

本研究は，TH の発達過程のなかでも「心理療法

場面で生じる感情」に焦点を当て，逆転移や心理

療法場面で抱く感情を，感情コンピテンスの視点

から捉え，TH において感情コンピテンスがどのよ

うに発達していくのかを，探索的に明らかにする

ことを目的とする．  

２． 方法 

臨床心理士 16名にインタビュー調査を実施し

た． 

インタビュー調査前に「大学院在学中のケース」，

「資格取得後 1～2年のケース」，「最近 1～2年の

ケース」において，「CLや THの感情が喚起され

ることの多かったケース」をそれぞれ想起しても

らい，調査用紙に記入を求めた． 

調査用紙には①それはどのような感情でしたか，

②CLの感情をどのようなことを手掛かりに認識

していますか，③セッション中の感情を言葉にで

きた時はどのような時ですか，④CLに共感的にな

れた時はどのような時ですか，⑤自身が抱いてい

る感情と表出すべき感情が異なる場合にどのよう

に対応していましたか，⑥セッション中，嫌な思

いをした際はどのようにしていましたか，⑦この

特定の CLや状態だからこそ抱く感情や，その伝

え方・関わり方がありましたか？それはどのよう



 

         心理療法場面におけるセラピストの感情コンピテンスの発達過程 101 

 

人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 25 2015 

な体験でしたか，⑧この CLとの体験についてど

のように捉えていましたか，⑨スーパーヴィジョ

ン(以下，SV)での体験はどのようなものでしたか，

の 9 項目を記載した．①～⑧は感情コンピテンス

のそれぞれのスキルに対応する項目であり，⑨SV

の体験について尋ねる項目であった． 

インタビューの際，対象者に許可を得た後，IC

レコーダーを用いて録音した．調査に要した時間

は 2 時間程度であった． 

すべてのインタビュー内容の逐語記録を作成し，

その後「感情コンピテンスのスキルがどのように

現れているか・どのように発達しているか」とい

う視点から，得られたデータを Strauss & Corbin 

(1990)に基づくグラウンデッド・セオリー・アプロ

ーチ(以下，GTA)により分析を行った． 

３． 結果と考察 

分析の結果，全部で 10カテゴリーが生成された． 

それぞれのカテゴリーの特徴と，逐語記録から示

唆されるエピソードの時系列を対応させて流れを

追うと，この過程は四段階に分けることができる． 

第一段階は『不全感』，『上手く頼れない』，『向

き合えない』，『CLに巻き込まれそうになる』の 5

カテゴリーである． 

第二段階は『どうにかして対処』，『救われる SV』

の 2 カテゴリーである． 

第三段階は『感情に触れる』，『関係の深まり』，

『二者関係からの理解』の 3 カテゴリーである． 

第四段階は『感情自己効力感の向上』である．

全体の流れを図 1に示す．図中の①～⑧の数字は，

感情コンピテンスのスキル 1～8を示している． 

結果より，TH は『不全感』，『上手く頼れない』，

『向き合えない』，『CLに巻き込まれそうになる』

状態から，『どうにかして対処』し，『救われる SV』

を経験して CLおよび TH自身の『感情に触れる』

ことができ，CLとの『関係の深まり』を得て，『二

者関係からの理解』の視点も得られるようになる．

そして『感情自己効力感の向上』がなされていく

ということが明らかとなった． 

また，第一段階～第四段階という流れはあるも

のの，段階は上下すると思われる．例えば，初任

者がある CLとの心理療法場面において第四段階

へ至ったとしても，他の CLに出会えば再び第一

段階へ至る場合や，第四段階へ至った後に心理療

法の進行によって CLとの関係が変化することで，

他の段階へ至る場合である．これは熟練者の場合

でも同じことが起こると考えられる．しかし，そ

の段階の上下の幅は臨床経験を積むごとに狭くな

っていくだろう．この動きは図中の点線の矢印で

示されている．よってこれらの段階は円環的であ

ると考えられる． 

 また，THは『救われる SV』を体験し，自身で

も『感情に触れる』ことや，『関係の深まり』，『二

者関係からの理解』を幾度も経験することで，心

理療法場面の展開を一まとめにした知識表現が形

成され，また，CLと THの相互作用パターンが蓄

積され，心理療法場面における感情のスクリプト

が形成される．これが要因となり，感情コンピテ

ンスは発達していくと考えられる． 

 更に，SV を受けることにより，自分自身のこと

や，自分の感情，自身の心理療法場面を俯瞰して

眺める視点である心理療法場面へのメタ認知や，

ネガティブな感情を受け入れられるという感情に

対する感情の変容，つまりメタ感情の変容によっ

て感情コンピテンスの発達が促されると考えられ

る．  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．セラピストの感情コンピテンスの発達過程 

 

４． 今後の課題 

 感情コンピテンスの発達を促す要因については

未だ推測が多く，再度検討する必要がある．その

要因が明らかになれば，今後の THの発達に貢献

できる視点を示唆することが出来るだろう． 
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１．目的 

死生という問題は人類が意識を持って以来の重

要な問題であり，人類全体が直面する回避できな

い問題である．これは自身の有限性を知るという

前提で，どのように有限を理解するかという生命

に対する態度を示すものである． 

また，死生観は，その人物の属する社会の文化

によって決定される部分が大きい．文化が長い間

をかけて人々の心の中において如何に生きるべき

か，またはいかに死すべきかの考え方を育成する

のである． 

私は中国生まれ中国育ち，幼い時から中国の文

化伝統の薫陶を受けていた．大学を卒業して日本

に留学してきてから，日本の文化に強い関心を持

つようになった．生活のなかにおける思想交流や

文化衝突に刺激され，私は徐々に考え始めたのは，

違う国と文化の元に生きる人々， とくに高等教育

を受けたことのあるエリート知識人が死生の問題

に対して一体どう考えているのか，違いがあるな

ら，どうが違うのか．そして，その違いの発生原

因にはどんなものがあるのかということである．

もちろん，すべての日本人や中国人の死生観を一

度に総括することは不可能である．そのために，

ここでは二人の比較が可能な人物を例として取り

上げることにした―こうして中国の哲学者馮友蘭

と日本の作家三島由紀夫が私の研究対象として浮

かび上がってきたのである． 

私にとっては，この二人に対する比較研究は，

同時に日中文化交流を促進する効果もあると考え

ている．中国では，歴史的な原因で，三島由紀夫

についての研究には一定の偏りのあるものが多い．

多くの研究はただひたすら三島を軍国主義の道徳

主義者として論断し，三島の血を好む死生の理念

を強調しがちである．しかし，それは一部は誤解

もある．一方日本では，中国学術史における重要

な人物である馮友蘭についての研究はほとんどな

い．これも日本の中国文化研究者にとってはやは

り残念なことであろうと思う．従って，この研究

を通じで，今後の日中文化交流や日中学術交流に，

多少なりとも貢献することができれば幸いに思う． 

 

２．方法 

中国と日本は，異なった歴史や文化の影響を受

けて，異なった死生観を形成してきた．故に本論

文は研究の進め方として，二人の死生観を考察す

る前に，まず両国固有の伝統的な死生観を分析し

てみる．具体的にはここで二人に甚大な影響を与

えた中国の儒学と日本の武士道をその研究の対象

に選ぶ．この伝統的な死生観をまず捉え，後に，

一個人としての二人がそれぞれの文化環境の下で，

形成された異なる死生観を検討する．こうした比

較分析をすることによって，二人の死生観の特徴

が一層理解できるようになるだろうと思う．こう

して二人の死生観の差異の深層的原因を見出すこ

とが出来るかもしれない． 

この二者を研究の対象とする理由にはさらに次

のようなものもある． 

まず，この二者が一定の程度においてそれぞれ
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の国の文化を体現した人物である．馮友蘭は現代

中国の代表的な儒学者であり教育者である．「現代

新儒家」と呼ばれる一人である．一方三島由紀夫

は，有名な小説家であり，脚本家である．戦後日

本の文学家の 1人である．そして，後者は葉隠武

士道の大ファンでもある．この二人はそれぞれ儒

学の学説と武士道の学説の崇拝者と伝承者であり，

それぞれ中国と日本の伝統思想を受け継いだ代表

的な人物であるといえる． 

さらに，私は二人のそれぞれの人生の重要な時

期における生と死に対する選択が典型的であると

指摘したい．馮友蘭は文化大革命の中で迫害を受

け，恥らいを忍耐して生を求めた過去がある．一

方，三島由紀夫は自殺の方式で一生を終りにした．

このような鮮明な対比は，この論文の問題提起の

解明に役立つものと思われる． 

最後に，この二人はほぼ同じ時代に生きた人物

であるので，比較の対象として選ぶのがふさわし

い．馮友蘭は 1895年に生まれ，1990年に亡くな

る．三島由紀夫は 1925年に生まれ，1970年に自

死する．彼らは同じ時代に生き，世界範囲内での

同時代というものを共有している部分があると言

える． 

本研究の構成は以下のように考えられている．

まず，各自の伝統的な文化環境の下で，馮友蘭と

三島由紀夫の死生観について，別別に論じてみる．

そして，二人の死生観の形成要因を時期ごとに探

る．具体的には二つの部分に分ける．第一部分は， 

成年以前の家庭環境と社会環境の二人に与えた影

響を述べる．第二部分は，主に成人後の経験のそ

れぞれの死生観に対する影響を検討する．第二部

分では，二人の外来文化の吸収の様相を重点的に

検討する． 

 

３．結論 

研究の結果，馮友蘭の死生観については，私は

彼が生に対しては認め，死に対しては超えると考

えることが分かった．馮友蘭が「理」，「气」，「道

体」，「大全」という 4つの概念に基づいて自分の

人生哲学システムを構築した．そしてその著書『新

原人』の最後の章では，彼は専ら人生の究極的問

題を論じた．それは即ち生と死の問題である．馮

友蘭は生と死について，非常に独特な認識を有し

ている．彼は生と死の意義は人の精神的な領域と

つながっているとし，異なる精神にいる人間は生

と死の認識も自ずから異なると考えている．この

認識によってかれは有名な「生死境界学说」シス

テムを構築している． 

三島由紀夫の死生観には，生の賛美と死の渇望

という特徴があると考えられる．三島は日本の近

代文学史上最も傑出した代表的な作家の一人であ

る．文学や芸術分野での成果が豊富だけではなく，

美学の世界にも同じく人に感嘆させるほどの成果

を有している．彼は日本本土文化の薫陶を受ける

のみならず，西洋文化からの影響もたっぶりと受

けている．故にその死生観には，生命に対する矛

盾性を帯びており，そしてこの矛盾性は彼の文学

作品によく現されている． 

二人は「死」の理解に対しても，特に大きな違

いを示している．馮友蘭は「死」に対しては，ま

ず，退避の態度を取り，心の中では死は認めたく

ないし，直面したくない．故に，精神の存在を通

じて，死の制限を超えることを希望する．三島由

紀夫は，「死」の問題から回避しないどころか，む

しろ「死」に対して一種の憧れさえ持っている．

彼は死はとても美しいことであると思う． 

第四章では，私は二人の死生観の特徴を形成す

る原因を考察した上に，そして，次のような発見

を得ることが出来た．それは，二人の思想家は，

幼少期は国全体の大環境や一般的な文化や思想に

影響されて成長を遂げたが，成年後，彼らはそれ

ぞれ独自の人生を経験し，とくに外来文化と固有

文化との衝突を体験することによって，徐々に独

特な思想と思惟を持つようになったということで

ある． 
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１． 目的 

“青年期は他の時期に比べ劣等感が強まる”（返

田，1986）と言われるように，自己概念が不明確

な青年は自己認識の行動を多くとり（高田，1992，

1994），その過程で他者や理想自己と，現在の自己

を比較し，劣等感を感じる（高田，1999；関，1981）．

特に青年期の理想自己とは，自己実現への期待や

積極的な態度が内包され（水間，1998），青年にと

って重要視される概念（北村，1962）であり，青

年が自己実現を目指す限り，理想自己と現実自己

の差による劣等感は必ず感じられるだろう．劣等

感にはその後の人格形成に向かう動機づけとなる

肯定的な側面がある（e.g., 加藤，1977）一方，一

般学生の 44．8%が自己嫌悪や劣等感から自殺を考

えたことがあるという調査結果（佐藤・田中，1989）

から，青年にとって劣等感は苦痛な感情であるこ

とも伺える．従って青年が具体的に対処可能であ

るという視点を踏まえ，劣等感の上昇や低下をも

たらしうる要因を検討することは，青年の適応に

おいて有用であろう． 

近年の抑うつ治療では，その認知的要因の修正

ではなく，抑うつに影響を与える注意操作を調整

するという観点からアプローチが行われている

（久本，2008）．その一貫として，坂本（1997）は

“自己注目と抑うつの 3段階モデル”（以下，3段階

モデル）を提唱し，抑うつの発生をもたらす認知

的要因（認知命題）が自己注目（認知操作）によ

って，ネガティブな認知として意識化され（認知

結果），それに伴って抑うつが生起する点と，自己

注目によって抑うつが維持される点を含めた 3段

階の過程によって示した．このモデル同様に，理

想自己と現実自己（認知命題）に注意を向け， 
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Figure1 自己注目と抑うつの 3段階モデル 

（坂本（1997）を改変） 

 

不一致が意識される（認知結果）ことに伴い劣等

感が生起する心理過程が予測された．さらに自己

注目には，自己理解や精神的健康に寄与する機能

的な自己注目である「省察」と，抑うつや性格 5

因子論の神経症傾向と関連する非機能的な自己注

目である「反芻」の 2側面が仮定され（Trapnell & 

Campbell, 1999），このような自己注目の差が劣等

感の高低にも影響を与えるとも考えられた．そこ

で，本研究では 3段階モデルを援用し，理想自己

と現実自己の差異，反芻・省察によって劣等感が

有意に影響を受ける点や，さらに高野・丹野（2009）

による理想自己と現実自己の差異は自己注目の増

大や，反芻と関連するという指摘（Smith, Ingram, & 

Roth, 1985 ; Carver & Scheier, 1990）から，差異を認

知したのち反芻・省察も生起し，差異が反芻・省

察を媒介して劣等感に影響を与えるという，媒介

効果についても検証することを目的とした． 

青年期において，理想自己や現実自己を調整し，

劣等感の低下または克服を招くことは容易ではな
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いだろう．そこで注意という観点から劣等感の高

低を検討することで，青年が実行しうる劣等感対

処の具体的な方策となることが予測された． 

持続 

作動 
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反芻 

省察 

劣等感 

回避 

 

Figure2 本研究における心理過程モデル（坂本

（1997）を改変） 

 

２． 方法 

都内大学に在籍する大学生 338名を対象として

質問紙を配布し，回答に不備のなかった 278名（男

性 57名，女性 221名）を分析に使用した．使用尺

度は（1）理想自己と現実自己の差異：「劣等感を

感じる領域」を示した，高坂（2008）による劣等

感尺度の項目を改変して使用した．（2）反芻・省

察： Trapnell & Campbell（1999）による

Rumination-Reflection Questionnaire の日本語版（高

野・丹野，2008）を使用した．（3）劣等感：Janis & 

Field（1959）による自尊感情尺度の日本語版（遠

藤，1992）内の「劣等感」因子を使用した． 

３．結果 

重回帰分析の繰り返しによるパス解析を行った．

その結果，以下の図に示す結果となった． 

(R
2
=.361) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                           **p<.01,***p<.001   

（注）数値は標準偏回帰係数（括弧内は偏回帰係数）。 

   パスは有意なもののみ記載。 
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Figure3 理想自己と現実自己の差異，自己注目が

劣等感に与える影響 

 

劣等感に対し，理想自己と現実自己の差異のみ

ならず，反芻が有意な正の影響を与え，省察が有

意な負の影響を与えることが示唆された．さらに

反芻は，理想自己と現実自己の差異を有意に媒介

し，劣等感に影響を与えることが示された（sobel’s 

Z=4.336 p<.05）．また省察は理想自己と現実自己の

差異を媒介せず，独立して劣等感に負の影響を与

えることが示された．さらに反芻・省察を平均値

より高群・低群に分け，交互作用を検討した結果，

反芻低群においては省察が低い者において劣等感

が高く，反芻高群では省察の高低は劣等感との関

連を示さなかった．さらに省察の高低に関わらず，

反芻が高いことで劣等感も高いという結果が示さ

れた． 

４．考察 

青年にとって，理想自己と現実自己の差異はそ

れだけでも劣等感に影響を与えるが，さらに反芻

も劣等感に影響を与えることが示された．特に反

芻傾向の高い者は，理想自己と現実自己の差異に

よって，劣等感のみならず反芻も生起し，差異と

反芻の 2 方向から影響を受けることが示唆された．

従って反芻傾向の高い青年においては，自己への

注目自体を回避する“気晴らし”（坂本，1997）が

劣等感対処に有効であると言える．また省察が独

立して劣等感に負の影響を与えることから，省察

的な自己注目を高めていくことで劣等感の対処手

段とすることも可能であろう．さらに反芻・省察

の交互作用から，省察の高低には関わらず，反芻

が高いことが劣等感の高さと関連することが示唆

された．従って反芻は高めずに，省察のみを高め

るという組み合わせが，一番劣等感を低く抑える

可能性が考えられた．しかし課題点として，反芻

を回避する対処は挙げられるものの，省察的な自

己注目をいかに行うかについての具体性は乏しい

と言える．今後，省察に対しては具体的な実践を

見越した検討が期待される． 
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１． 問題 

死別研究は Freudから始まり，現在も彼の提唱

したモーニングワークなど，様々な喪失から回復

に至るまでの段階モデルが挙げられている． 

死，すなわち自分自身の喪失に臨む際の心理に

関して，Ross(1969；鈴木訳 2001)は，末期がん患

者にインタビューを行い，自身の死を受容してい

くまでの 5段階モデル(①否認，②怒り，③取引，

④抑うつ，⑤受容)を提唱した．このモデルは，末

期患者の心理過程の基本的な流れであるが，現代

の高度化した医療は，末期治療を長期化し，

Ross(1969‐；鈴木訳 2001)の段階には無い「新た

な過程(New Grief)」(Okun＆Nowinski,2011)がみら

れるようになった．このモデルは，主に末期医療

を受けている患者の家族のインタビューから，新

たな悲嘆の 1つの指標として，5段階モデル(①危

機，②結束，③激変，④決断，⑤再生)を提唱した

ものである． 

また，がんなどの死をめぐる喪失体験について

は，回復促進要因や成長促進要因などが挙げられ，

モデルの各段階を越えることで，人間的成長の可

能性(Tedeschi&Calhoun,2004)も示唆されている．し

かし，段階モデルでは，過去から現在までの間に

様々な対象者(死にゆく人や遺族，看護師)の喪失体

験について研究されてきたが，患者を喪失した臨

床心理士に関する研究は，未見である． 

 

２． 目的 

本研究では，自身の患者を常に亡くすという体

験が伴う緩和ケア領域の臨床心理士に焦点をあて，

死別前から死別後にかけてどのような心の対処の

プロセスをたどっていくのかという点を探索的に 

 

 

 

検討し，臨床心理士が喪失体験から回復するプロ 

セスの仮説モデルを生成することを目的とする． 

 

３．方法 

緩和ケアや病院臨床に携わる臨床心理士(4名)

を対象として，回復プロセスに関する半構造化面

接法によるインタビューを約 90分間行った．イン

タビューは，①インタビュイーの周辺情報，②患

者の情報，③患者との出会いから死別までのプロ

セス，④喪失後の対処法，⑤現在の状態，⑥職場

内外でのサポート体制，⑦一般的な死別と職業的

な死別の違い，に関して尋ねた．なお，倫理的配

慮として，Perks(1995)が提示した「遺族を対象と

した調査で満たすべき倫理的基準のチェックリス

ト」をもとにインタビュー内容や方法を決定した． 

分析は，修正版グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ(木下 1997)を援用した．分析手順として，

まず，研究テーマの設定を行い，4名の回復プロ

セスに関連する記述に繰り返し目を通し，分析ワ

ークシートの作成を行った．分析ワークシートで

は，発話例と，発話から得られる概念名，定義な

どを筆者の問題意識に沿って生成した． 

また，喪失体験からの回復のプロセスについて，

緩和ケア領域における臨床活動の時間軸を考慮し

て，「出会いの段階」「関わりの進展」「死別前」

「死別後」「回復の段階」と 5 つに分類し，どの時

期にどういった出来事・関わりが生じ，臨床心理

士の心理面に影響を与えているのかを明らかにし

た． 

 

４．結果と考察 

13個のカテゴリー(以下に【】で示す)が生成さ

れた．各カテゴリーを以下の各段階に沿って考察
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する． 

出会いの段階とは，臨床心理士が患者と出会う

以前，すなわち心理的支援の依頼を受ける場面か

ら，患者と対面して関わりを持ち始める段階を指

している． 

まず臨床心理士は，【患者の事前情報や関わった

際の見立てを統合しながら方針を得る】．その中で，

患者のニーズの把握を行い，身体面も含め，予後

を踏まえて一歩先を見通すことで(長友,2008)，患

者が限られた時間を有効に過ごすための関わりが

できると考えられる． 

関わりの進展の段階から臨床心理士と患者との

関係性の中では，回復促進要因と回復抑制要因の

両者が生じることが示唆された． 

関わりの進展の段階では，【患者との関係性がで

きあがる瞬間】や【患者の精神的な健康さによっ

て臨床心理士が支えられる体験】といった肯定的

な体験が見出された．特に【患者の精神的な健康

さによって臨床心理士が支えられる体験】は，「(関

わりの中で)ギフトをくれる人がいる．そういう人

に支えられて仕事をしている気がする」の発言の

ように，患者に臨床心理士としての関わりを保障

してもらい，患者に肯定的な感情を抱く体験が今

後の原動力であり，回復促進要因となっているこ

とが分かる．しかし，これらの回復促進要因は，

患者への思い入れを強め，【職業役割を越えた個人

的感情】が生じ，臨床心理士(役割)と個人(個人的

感情)が揺れることによる葛藤が起こり【臨床心理

士としての課題が生じる】． 

さらに，死別前の段階に至ると，緩和ケア特有

の【枠のゆるさ(心理的距離の取りにくさ)による困

難感】や【死別前の患者の状態を認知する】など

の事態の悪化により，患者に対して「何とかして

助けてあげたい」と【職業役割を越えた個人的感

情】が生じる．しかし，死別前の段階において，

臨床心理士は目に見える形で患者を支援すること

が難しく，【臨床心理士としての専門性の限界と無

力感】を感じるようである． 

つまり，患者との肯定的体験(【関係性ができあ

がる瞬間】【患者の精神的な健康さによって支え

られる体験】)は一側面的にみれば，回復促進要因

として考えられるものの，もう一方では個人的な

思い入れを強めるため，回復抑制要因ともなりう

ると言える． 

死別後の段階において，臨床心理士は遺族にみ

られる悲嘆反応と同様に【一般にみられる悲嘆反

応】がみられたが，比較的短期間のうちに悲嘆反

応を示し，モーニングワークを行っていた．そう

いった段階を踏み，ケース記録を書くといった【セ

ルフケア】を行い，職場内外のケース検討会など

の【サポート資源を活用する】．このように，臨床

心理士は，モーニングワークや体験の整理など，

自らのケアを積極的に行っていた． 

回復の段階において，臨床心理士は，【自分自身

の未整理な部分(未整理な感情)を追求し続ける】の

ような特長を示す．これは，患者との関わりの中

で生じた個人的な感情の課題や臨床心理士として

未整理な職業的課題を追求・内省する姿勢である．

そこには，自己分析を深めていくことや自分自身

の関わりでの課題解決に向けて動くことを行い，

その結果として自己理解の深まりに至る様子がみ

られた．この一連の臨床心理士の取り組みにより，

【自分の関わりに対するリフレーミング】が行わ

れ，亡くなった患者との心理面接に肯定的側面が

あったことを実感していた． 

 

５．まとめ 

ケース検討と内省の 2つの柱からなる積極的な

モーニングワークこそが，喪失体験からの回復プ

ロセスの中核となると言える．このプロセスを支

えているのが，患者との肯定的な関わりであった． 

その結果，喪失体験からの回復のみならず【臨

床心理士としての成長】に繋げ，次のケースに活

かすことが分かった．つまり，臨床心理士は患者

を支えるのみならず，時には患者に支えられる経

験をも原動力として，緩和ケアで日々の喪失体験

に直面しながらも，臨床に励んでいるのである． 

 

６．付記 

本研究は平成 26年 7月 4日付で大妻女子大学生

命科学研究倫理委員会の審査を受け，承認を得て

いる．(受付番号 26-006)． 

また，本学の人間生活文化研究所平成 26年度大

学院生研究助成(A)(DA2614)より研究助成を受け

て行った． 

 

７．引用文献 

小此木啓吾 (1997). 対象喪失とモーニングワー

ク 松井豊編著 悲嘆の心理 サイエンス社 

pp.113-134. 
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子どものレジリエンス 

―プレイセラピィの過程から― 

Resilience in Childhood 

―From a process of play therapy― 
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１． 目的 

 レジリエンスとは，困難で脅威的な状況に曝さ

れることで，一時的に心理的不健康状態に陥って

も，それを乗り越え，うまく適応していく過程・

結果や能力のことをいうが（小塩他，2002），構成

概念であるため，捉える視点は研究者によって

様々である．個人の心理的特性に注目した研究は

多々なされているが，レジリエンスの過程につい

て時間軸を考慮して行う研究は筆者が見る限り見

当たらない． 

本研究では，臨床実践であるプレイセラピィ過

程をレジリエンス要因の変化として分析すること

で，レジリエンスの過程を捉えることを目的とす

る． 

この研究を遂行するためにレジリエンスを『困

難な状況を経験し，陥った不適応状態を一時的な

ものとして乗り越え，適応していく過程』と定義

し，小塩（2012）が仮定したレジリエンスの過程

概念図を参考に図 1 のような操作的仮説を用いる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．レジリエンス過程の操作的概念図 

 図 1 にある「影響する要因」に「正の要因」と

「負の要因」を仮定する．「負の要因」には個人の

適応状態を悪くさせる負の個人要因と負の環境要

因が含まれているとする．「正の要因」とは，個人

の適応状態を良くする要因であり，回復過程を支

える個人要因と個人を支える環境要因が含まれて

いるとする．また，環境要因には物理的環境と対

人的環境を想定する．レジリエンス過程は図 1 の

矢印の力関係で変化するものとし，その変化曲線

をレジリエンス曲線とする．負の要因が強いと，

正の要因が押し込まれて適応状態は下がってしま

い，正の要因を強くして負の要因を押し上げると

適応状態は上がると仮定する．そのことで負の要

因から受ける影響は緩和され，レジリエンス曲線

の波形は負の要因ベクトルと正の要因ベクトルの

力関係の結果であるとする．そして，困難な状況

に遭遇し適応状態が下がってから，ベクトルの力

関係が変化し，適応状態にまでレジリエンス曲線

が上昇するまでをレジリエンス過程であるとする．

このように仮定することで．レジリエンス過程の

途中で影響する要因を具体的に分析することが可

能になるのではないかと考えている． 

２． 方法 

 分析対象とした臨床実践は，筆者が実習におい

て担当した男児 A 君（当時 8 歳）とのプレイセラ

ピィ全 29回分である．レジリエンス過程に影響を

及ぼしたと考えられる正の個人要因・負の個人要

因と正の環境要因・負の環境要因（環境要因は対

人的要因と物理的要因に分け，対人的要因はセラ

影響する要因 

影響する要因 
負の資質要因 

負の環境要因 

 

正の資質要因 

正の環境要因 
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ピスト対応とした）ごとに分類した．そして分類

した要因を個人要因については平野（2010）のレ

ジリエンス要因分類に，環境要因の対人的要因に

ついてはプレイセラピィの理念としてあげたアク

スラインの 8原則に照合して分類し，整理した． 

３．結果 

 A君の遊びには大きな変化が見られ，日常生活

においても良い報告が得られていることから，プ

レイセラピィの効果が見いだされたと言える．こ

のプレイセラピィにおける言動について，レジリ

エンス要因を分類し数値化したところ，正の要因

が右肩上がりにやや上昇傾向を示した．個人要因

においても，プレイセラピィの後半になると多く

の要因内容がカウントされるようになっていき，

負の個人要因が減少傾向になった． 

正の個人要因を平野（2010）のレジリエンス要

因に当てはめると「社会的外向性」「自己開示」

「問題解決能力」「自立・自己制御」「楽観性」

「道徳心・信仰心」が殆どの回でカウントされて

いることから，これらの要因が適応過程に影響を

与えたと考えられた．また，「自立・自己制御」

と「感情調節」が負の個人要因として殆どの回で

カウントされたことから，今回の A君の不適応に

これらの要因が影響したことが推測された．  

正の対人的要因については，アクスラインの 8

原則における「子どもの表現した内容を受容して

いる」「子どもが何も気にせず内的世界を表現で

きるよう自由な雰囲気を作る」「子どもの示した

表現内容に関して主に感情に焦点化しつつ，反射

することで子ども自身の気づきを促す」「子ども

が主体となり進むべき，セラピストはこどもの後

に従っていく」をセラピストは実行しようという

姿勢が見られ，これらがカウントされた．しかし，

「子どもが自分の表現や行動に責任を持つように

働きかける」についてはカウントされなかった． 

 

表 1．プレイセラピィの過程におけるレジリエンス

要因カウント数 

要因 
1

回  

2 

回 

17 

回  

18 

回  

19

回  

24 

回  

29

回 

正の個人要因 52 23 43 35 42 39 51 

正の対人的要因 20 10 19 14 21 16 24 

正の物理的要因 9 9 9 9 10 9 9 

負の個人要因 28 9 20 14 17 8 5 

負の対人的要因 60 30 26 25 27 16 18 

負の物理的要因 1 0 0 1 0 1 0 

 

図 2．プレイセラピィの過程に伴うレジリエンス要

因カウント数 

 

４．まとめ 

 A君の適応過程は，当初「自立・自己制御」「感

情調節」が負の要因として大きく不適応方向に影

響をうけ，プレイセラピィの過程とともに「自己

開示」の能力が開発され，他の正の要因とともに

適応状況の方向へ影響を与え，変化したと思われ

る．臨床心理実践におけるプレイセラピィの過程

をレジリエンス要因の視点から分析することで，

プレイセラピィの意義が端的に説明できることが

明らかになった．また，適応過程に大きく影響す

るレジリエンス要因を捉える可能性も示された．

さらに，セラピストの態度傾向を把握することに

も役立つように考えられた． 
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